


 

 

  



 

 

 

  ごあいさつ 

 

 このたび、「生きる力を育み ともに学び 未来を拓く蕨の教育」を基本理念とする「第

３期蕨市教育振興基本計画」を策定いたしました。 

 

技術革新やグローバル化の進展などにより、社会が大きく変化することが想定される中、

ウェルビーイング向上の取り組みが求められるなど、我が国や蕨市の未来を担う人材を育

成する教育の使命はますます重要になってきています。そうした中、令和７年度から１１

年度までを計画期間とする本計画は、令和2年度から令和６年度までを計画期間とした「第

２期蕨市教育振興基本計画」を継承しつつ将来を見据えた見直しを図ったものといたしま

した。 

その概要は、前述の基本理念の下、「確かな学力と豊かな人間性をもち たくましく生き

る子供の育成」と「交流の輪を広げる 生涯を通じた学びの支援」を基本方針として掲げる

とともに、それらを踏まえた３つの基本目標を実現するための、12の施策と38の主な取

り組みを体系的にまとめたものとなっております。また、計画全体に共通する視点として、

「持続可能な開発目標（SDGｓ）の実現に向けた教育の推進」と「教育デジタルトランス

フォーメーション（DX）の推進」の2点を各施策に反映しております。 

 

 なお、策定にあたりましては、関係団体への意見聴取、パブリック・コメントなどの機

会を通じて、市民の皆様からさまざまなご意見を頂戴いたしました。貴重なご意見をいた

だきましたことに、深く感謝申し上げます。 

蕨市教育委員会といたしましては、蕨市における今後の教育の振興に向けた施策につい

ての指針となる本計画に基づき、創意工夫を重ね、教育行政の推進に努めてまいります。

教育の発展には、行政や学校はもとより、家庭、地域など社会全体で協力しながら取り組

みを進めていくことが必要です。市民の皆様におかれましても、本計画の実現に向けて、

ご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

令和７年３月 

蕨市教育委員会     
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Ⅰ 

 

 はじめに 

 

                   

 

 蕨市教育委員会では、教育基本法第17条第２項の規定に基づき、平成27年に蕨市教育

振興基本計画、令和２年に第２期蕨市教育振興基本計画（以下「第２期計画」という。）を

策定し、「生きる力を育み ともに学び 未来を拓く蕨の教育」を基本理念のもと、さまざ

まな施策に取り組んでまいりました。令和６年度で、この第２期計画が終了することから、

本市の今後５年間の教育に関する基本的な計画として、令和７年度を初年度とする、第３

期蕨市教育振興基本計画を策定します。 

現在、我が国では、少子高齢化やグローバル化、更なる技術革新の進展に加え、一人ひ

とりの価値観や文化、ライフスタイルの多様化などにより、社会が複雑化しています。さ

らに、経済・雇用の格差、貧困や紛争、環境に関する地球規模の問題など、多くの課題に

直面しています。 

 このような社会の急激な変化に対応し、課題を改善・解決していくために、教育の果た

す役割はこれまで以上に重要になっています。こうした中、国において令和５年に第４期

教育振興基本計画が策定され、また、埼玉県においても令和６年に第４期埼玉県教育振興

基本計画が策定されました。どちらの計画においても、未来に向かって生きる力の育成や、

生涯にわたる学びを推進するといった目標が掲げられ、社会全体が一体となり教育を振興

することが示されています。 

また、蕨市では、平成26年度から、計画期間を10年間とする最上位計画「コンパクト

シティ蕨」将来ビジョンの下でまちづくりを進めており、令和６年３月にはその後継とな

る「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡを策定しました。この中でも、子供たちの未来

が輝くための教育や市民一人ひとりの生涯学習についての中核となる部分が示されていま

す。 

 蕨市教育委員会では、これらの計画と同様に、教育を取り巻く社会の動向を踏まえ、市

の目指すべき教育の姿と、取り組むべき施策の方向性を明らかにし、教育行政を計画的に

推進するため、第３期蕨市教育振興基本計画を策定することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 
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（1）国の教育振興基本計画 

 第４期教育振興基本計画（令和5年度～令和9年度） 

 

国においては、平成20年度の第１期、25年度の第２期計画、30年度の第３期計画に引

き続き、令和５年６月に「第４期教育振興基本計画」が閣議決定されました。 

この第４期計画は、「ＶＵＣＡ」の時代の到来、社会の現状や変化、2040年（令和22

年）以降も見据えた課題を踏まえながら、社会を展望した教育政策の全体の方向性や目標、

基本的な方針を示したものです。 

 

～2040年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成～ 

◆将来の予測が困難な時代において、自らが社会の創り手となり、持続可能な社会を維

持・発展させていく 

◆社会課題の解決を、イノベーションにつなげる取組や、一人一人の生産性向上等によ

る、活力ある社会の実現に向けて「人への投資」が必要 

 ◆Society5.0で活躍する、主体性、リーダーシップ、創造力、課題発見・解決力、論理

的思考力、表現力、チームワークなどを備えた人材の育成 

 

～日本社会に根差したウェルビーイングの向上～ 

 ◆多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、地域や社会が幸せや豊かさ

を感じられるものとなるための教育の在り方 

 ◆幸福感、学校や地域でのつながり、利他性、協働性、自己肯定感、自己実現等が含ま

れ、協調的幸福と獲得的幸福のバランスを重視 

 ◆日本発の調和と協調（Balance and Harmony）に基づくウェルビーイングを発信 

 

～今後の教育政策に関する基本的な方針～ 

＜方針１＞グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成 
 

＜方針２＞誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた

教育の推進 

＜方針３＞地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進 
 

＜方針４＞教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 
 

＜方針５＞計画の実効性確保のための基盤整備・対話 

 第３期蕨市教育振興基本計画は、国の第４期教育振興基本計画を参酌しています。 

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・VUCA ・Society5.0 ・ウェルビーイング ・デジタルトランスフォーメーション（DX） 
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（2）埼玉県の教育振興基本計画 

第４期埼玉県教育振興基本計画（令和６年度～令和10年度） 

 

 埼玉県においては、平成21年度の第１期、26年度の第２期、令和元年度の第３期計画

に引き続き、令和６年7月に「第４期埼玉県教育振興基本計画」が策定されました。 

第４期計画は､教育を取り巻く社会の動向や第３期計画の成果と課題などとともに､埼玉

県５か年計画や埼玉教育の振興に関する大綱、国の第４期教育振興基本計画も踏まえなが

ら､中長期的な視点に立って､5年間に取り組む教育の目標と施策の体系を示したものです。 

 

【第４期埼玉県教育振興基本計画の基本理念】 

 

 

 

 

 

【計画全体に共通する２つの視点】 
 

◆誰一人取り残されない共生社会の実現に向けた教育の推進 
 

 ◆教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 

 

【第４期埼玉県教育振興基本計画の目標】 
 

＜目標Ⅰ＞確かな学力の育成      ＜目標Ⅱ＞豊かな心の育成 
 

＜目標Ⅲ＞健やかな体の育成      ＜目標Ⅳ＞自立する力の育成 
 

＜目標Ⅴ＞多様なニーズに対応した教育の推進 
 

＜目標Ⅵ＞質の高い学校教育のための環境の充実 
 

＜目標Ⅶ＞家庭・地域の教育力の向上  ＜目標Ⅷ＞生涯にわたる学びの推進 
 

＜目標Ⅸ＞文化芸術の振興       ＜目標Ⅹ＞スポーツの推進 

 

 

 

 

 

 第３期蕨市教育振興基本計画は、埼玉県の第４期教育振興基本計画も参酌しています。 

豊かな学びで 未来を拓
ひら

く埼玉教育 
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蕨市では、平成26年３月に、市の最上位計画として、平成26年度から10年間を計画期

間とした「『コンパクトシティ蕨』将来ビジョン」を策定しました。この「『コンパクトシ

ティ蕨』将来ビジョン」が令和５年度で計画期間を終えることから、社会経済情勢等の大

きな変革が進むなかで、新たな時代に対応し、未来を展望するための新たなビジョンとし

て、令和６年３月には「『コンパクトシティ蕨』将来ビジョンⅡ」を策定しました。 

 この中では、計画期間におけるまちづくりについて、「目指すまちのビジョン」を掲げ、

それを実現するための7つの「分野別の目指す姿」と4つの「まちづくりの重点方向」を示

しています。 

 まちの将来像の実現に向けた取り組みを体系的に示した基本計画の中のテーマ別計画は、

これら７つの行政分野ごとに、テーマや施策などを体系的に整理し、蕨市が目指すべき基

本的な方向性などを表したものとなっており、特に、次の3点 

（2）「豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち」 

（4）「にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち」 

（6）「一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち」 

のテーマ別計画については、「蕨市の教育の目指すべき姿」の中核をなす部分となっていま

す。 

 

 

 

まちづくりの重点方向（重点的に推進する取り組み） 

 

 

 

（1）安全で安心して暮らせるまち 

（2）豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち 

（3）みんなにあたたかく健康に生活できるまち 

（4）にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち 

（5）環境にやさしく快適で過ごしやすいまち 

（6）一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち 

（7）市民と市がともに力を発揮して創る自立したまち 

 

【参考】「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡより    

目指すまちのビジョン 

安心・にぎわい・未来 

みんなで創る みんなにあたたかい みんなのまち蕨 

基
本
計
画 

分野別の目指す姿 
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【目指すまちのビジョン】 

 多くの人が生活を営む場である蕨市のまちづくりには、だれもが安全で安心して暮らせ

ること、蕨らしさを生かしたまちの活力を感じられること、まちの未来につながる子ども

たちを大切にしていくことが、何より求められます。 

また、これまで蕨市では、市民と市民、市民と行政とがお互いに協力し合うまちづくり

が長く進められてきており、今もまちの魅力を高めるさまざまな地域活動が、市民自らの

手で活発に行われていることは、このまちにとって、とても大きな財産であり強みです。 

 これからも、蕨市では、みんなでこのまちをより良くするために力を合わせ、だれもが

人のあたたかさ、まちのあたたかさ、コミュニティのあたたかさを感じられる、みんなが

愛着を持てるわがまち蕨を目指して、住みやすいまちづくりを進めていきます。 

 

 

【分野別の目指す姿】 

(2)豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち 
 
将来を担う子どもたちと子育て世代の市民のために、地域と連携しながら、多様なニーズに応じ 

た子育てを応援する環境をつくるとともに、妊娠期からの切れ目のない支援に取り組むことにより、 

安心して子どもを産み育てることができるまちを目指します。 

また、一人ひとりの個性を尊重し、生きる力を育む学校教育を展開するとともに、家庭・学校・ 

地域の連携を進め、子どもたちが健やかに学び、育つ環境を整えていきます。あわせて、学習と活 

躍の場の提供を通じて広い視野と自立心を持つ青少年を育てることにより、子どもたちの未来が輝 

くまちを目指します。 

 

(4)にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち 
 
市民一人ひとりが生涯を通じて学び、交流の輪が広げられるよう、さまざまな活動機会の提供や 

団体の育成支援などに努めていくとともに、市民の自主的な文化・芸術活動の支援とその活用・創 

出の環境を整えることにより、地域に根ざした多彩な文化が薫るまちを目指します。 

更に、市民のだれもがスポーツやレクリエーションを楽しめるよう、推進体制の整備や施設の利 

便性の向上を図り、いつまでも元気に活動できるまちを目指します。 

 

(6)一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち 
 
市民による自主的なまちづくり活動を更に活性化していくため､地域コミュニティと､各種団体・ 

ＮＰＯなどによる市民活動を支援するとともに、これらを有機的にネットワーク化し、お互いの顔 

が見える安心感に満ちた、笑顔があふれるまちを目指します。 

また、ますます重要となっている人権や平和、外国人住民の増加により一層必要となる多文化共 

生、また国際交流や男女共同参画などについてさまざまな機会を捉えての学習や実践を促すことに 

より、市民一人ひとりが尊重される、心でつなぐまちを目指します。 

 

（「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡより一部抜粋） 
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○本計画は、教育基本法第17条第２項に基づき、蕨市の実情に応じた教育の振興のため

の施策に関する基本的な計画です。 

 

○国の第４期教育振興基本計画及び埼玉県の第４期埼玉県教育振興基本計画を参酌し、

策定するものです。 

 

○蕨市の最上位計画である、「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡとの整合を図りつつ、

教育委員会の所管する事業のみを対象とした、教育分野の個別計画です。 

 

○本計画は、蕨市の教育における最上位計画の位置づけを有し、教育に関する諸計画と 

の整合を図るよう策定するものです。 

 

  ≪計画のイメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

本計画は、令和７年度から11年度までの５年間を計画期間とします。 

なお、上位計画である「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡの進捗状況を踏まえなが

ら、教育を取り巻く社会状況等の変化に対応するため、必要に応じ、適宜計画の見直しを

行うこととします。 

 

第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画 

【
文
部
科
学
省
】 

第
４
期
埼
玉
県
教
育
振
興
基
本
計
画 

【
埼
玉
県
】 

 

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡ 

各分野別計画など 

参
酌 

参
酌 

整合 

整合 
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第２期計画では、「生きる力を育み ともに学び 未来を拓く蕨の教育」を基本理念に、「確

かな学力と豊かな人間性をもち たくましく生きる子供の育成」と「交流の輪を広げる 生

涯を通じた学びの支援」を基本方針として掲げました。それらを踏まえた３つの基本目標

の下、11の施策と36の主な取り組みを設定し、さまざまな事業に取り組んできました。 

また、教育委員会では、毎年、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、

事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行い、その結果を事務事業点検評価結果

報告書として議会に提出するとともに、公表することとしています。 

 ここでは、現状や事務事業点検評価の結果を踏まえて、第２期計画の各基本目標の代表

的な事業や、課題が残されている事業などを取り上げ、その主な成果と課題を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

蕨市では、令和２年度より、小・中学校の全児童生徒にパソコン端末を１人１台配備し

ました。また、教員のＩＣＴ活用能力を育成し、指導に活かすために、ＩＣＴ支援員の配

置やＩＣＴワーキンググループ協議会の設立、教職員ポータルサイトの開設などを行って

います。 

また、平成28年度に開設し、平成30年度の中央小学校１階への移転により機能を拡充

した教育センターも、学校教育の充実に大きな役割を果たしています。教育相談、適応指

導、外国人児童・生徒に対する日本語指導を行うとともに、教職員一人ひとりの資質・指

導力の向上を図ろうと、計画的・継続的な教職員研修を実施しています。 

こうした取り組みなどの成果が結果としてあらわれており、令和６年度全国学力・学習

状況調査や埼玉県学力・学習状況調査では、特に中学校において、正答率の平均が、全国

及び埼玉県の平均を上回るとともに、対象の全学年において昨年度より学びの伸びが見ら

れる良好な結果となりました。小学校においては、平均に達していない教科や領域もあっ

たため、結果に反映できるよう改善していくことが、次の課題であると考えています。 

 

＜事務事業点検評価＞ 
 
蕨市の点検評価では、蕨市教育振興基本計画の「施策の展開・主な取り組み」の中から、20 

程度の事業を選定し、前年度に実施した事業の取り組み状況及び成果、課題、今後の取り組みを 

踏まえ、実施しています。評価に当たっては、学識経験を有する方などを外部評価委員とし、施 

策についての評価をいただくとともに、さまざまなご意見、ご助言をいただいています。 
 

評価について…各事業の目標が｢達成されている｣をＡ、｢どちらかというと達成されている｣をＢ、 

「どちらかというと達成されていない」をＣ、「達成されていない」をＤとする、 

４段階評価を実施 

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・ＩＣＴ ・全国学力・学習状況調査 ・埼玉県学力・学習状況調査 
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【図表】学力に関する調査結果（正答率：％） 

●令和６年度 全国学力･学習状況調査 蕨市教育委員会 調査結果概要 

小学校  中学校 

調査科目 蕨市 埼玉県 全国  調査科目 蕨市 埼玉県 全国 

国語 69 69 67.7  国語 60 59 58.1 

算数 65 64 63.4  数学 55 53 52.5 

 
 
●令和６年度 埼玉県学力・学習状況調査結果 

 

小学校4年生  小学校5年生  小学校6年生 

教科 蕨市 埼玉県  教科 蕨市 埼玉県  教科 蕨市 埼玉県 

国語 52.2 51.9  国語 58.3 56.9  国語 58.9 56.7 

算数 61.0 62.6  算数 55.4 53.5  算数 53.0 50.9 
 

中学校1年生  中学校2年生  中学校3年生 

教科 蕨市 埼玉県  教科 蕨市 埼玉県  教科 蕨市 埼玉県 

国語 60.3 59.9  国語 63.5 60.3  国語 69.1 66.4 

数学 55.3 53.5  数学 50.5 48.8  数学 61.1 57.5 

    英語 65.7 61.9  英語 59.2 54.6 

  
     

【参考】令和２年度から令和６年度までの事務事業点検評価における評価結果（基本目標①に関する事業） 

施  策 施策の展開・主な取り組み 事 業 名 
外部委員評価/担当課評価（年度） 

R6 R5 R4 R3 R2 

１ 教育内容の充実 １ 自ら学び自ら考える 

      児童・生徒の育成 

学校図書館 

教育支援員事業 
A/A A/A A/A A/A B/B 

２ 蕨らしい魅力ある 

        教育活動の展開 

少人数学級推進事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

４ 学校給食の充実 食育の推進事業 
(地元農産物を活用し

た給食の提供及び生産
者との交流給食) 

    A/A 

食育の推進事業 
(学校訪問栄養指導) 

   B/B  

食育の推進事業 

 
A/A A/A A/A   

５ 特別支援教育の充実 特別支援員配置事業 

 
A/A A/A A/A A/A A/A 

６ 教職員の指導力の向上と 

         人材の確保 

教育センター 

教職員研修事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

７ 国際理解教育の充実 外国語教育等 

推進事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

３ 地域に根ざした 

教育の展開  

１ 家庭・学校・地域の連携 学校応援団事業 

 
A/A A/A A/A A/A A/A 

４ 家庭教育における 

           意識の向上 

アウトメディア 

推進事業 
  B/A B/B B/B 

健やかメディア 

推進事業 
B/A B/A    
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 公民館､図書館、歴史民俗資料館など、蕨市には多くの社会教育施設が設置されています。

各施設で市民による積極的な活動が展開されており、平成13年度の東公民館を皮切りに、

平成30年度までに公民館全7館が、文部科学大臣より｢優良公民館｣として表彰されるなど、

蕨市は生涯学習活動の盛んなまちです。 

 そんな公民館全７館で毎年開催されて 

いる地区生涯学習フェスティバルは、市 

民が日頃の活動の成果を発表する場とし 

て大きな役割を果たしています。 

その一方で、新たな利用者層の発掘や 

担い手の育成が課題となっています。ま 

た、令和６年度事務事業点検評価におい 

て、外部評価委員より、コロナ禍を経て 

単に従来の賑わいに戻るだけでなく、改 

めて事業の目的や参加形態を見直すこと 

の必要性を指摘されています。 

 これらの課題は、他の事業においても 

同様に改善が求められることから、各事業の役割を踏まえながら、より多様な世代や価値

観の人々に参加してもらえるよう、多角的に研究を進めていく必要があると考えています。 

     

【参考】令和２年度から令和６年度までの事務事業点検評価における評価結果（基本目標②に関する事業） 

施  策 施策の展開・主な取り組み 事 業 名 
外部委員評価/担当課評価（年度） 

R6 R5 R4 R3 R2 

１ 学習環境と 

学習機会の充実 

２ 多様な学習機会の提供 地区生涯学習 

フェスティバル事業 
B/B B/B B/B  A/A 

４ 図書館サービスの充実 図書資料の 

貸出（予約）事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

６ 家庭教育の支援 

 

家庭教育学級事業 

(子育て広場、 

子育て学級) 

A/A A/A A/A A/A A/A 

３ 青少年の活動機会 

などの充実 

１ 青少年の活動機会の充実 わらび学校土曜塾 

推進事業 
B/B B/B B/B  A/A 

２ 自然体験活動の充実 信濃わらび山荘 

管理運営事業 
A/A B/B B/B B/B A/A 

４ 芸術・文化 

活動の振興 

２ 芸術・文化活動の発表と 

  鑑賞機会の充実 

蕨市公募美術展覧会 

事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

音楽による 

まちづくり事業 

(蕨市民音楽祭) 

A/A A/A A/A A/A A/A 

５ 歴史・文化の 

保存と活用 

２ 歴史民俗資料館における 

  事業の充実 

特別展等開催事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

６ 人権・平和 

意識の高揚 

３ 市民の平和意識の高揚 平和事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

＜優良公民館表彰＞ 
 
文部科学省では、公民館のうち、特に事業内容・

方法等に工夫を凝らし、地域住民の学習活動に大
きく貢献していると認められる施設を優良公民
館として、毎年表彰しています。 

 

－蕨市の公民館の受賞歴－ 

●東公民館(H13年度)  ●下蕨公民館(H23年度) 

●西公民館(H24年度)  ●旭町公民館(H25年度) 

●南公民館(H26年度)  ●中央公民館(H27年度) 

●北町公民館(H30年度) 

※全国で約1万4,000館の公民館がある中、 

市内全公民館による受賞は快挙といえます。 

※中央公民館は､全国で5館のみの優秀館にも選出。 

※全国の公民館数は１万3,798館（文部科学省 

社会教育統計／R3年10月現在） 
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 健康づくりや生きがいづくりへの意識が高まっている中、蕨市でも、令和６年度の市民

意識調査において、80％以上の人が日頃から自分の健康に「気をつけている」または「あ

る程度は気をつけている」という結果となりました。一方、週１日以上スポーツをしてい

る人の割合は約50％となっており、健康づくりに関心があるにもかかわらず、なかなか体

を動かすことがない人が多くいることがうかがえます。こうした人々にも、正しい知識や

情報を提供し、スポーツに親しんでもらうことが課題となっています。 

【図表】｢令和６年度市民意識調査報告書｣健康づくり、運動・スポーツより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、令和６年度の事務事業点検評価においても、スポーツ協会をはじめとする各スポ

ーツ団体との連携とともに情報共有が課題として残されており、より効果的な周知方法の

確立が必要とされています。 

 施設面においては、平成29年に市民体育館の耐震補強等工事が完了、平成30年には錦

町スポーツ広場がリニューアルオープンし、グラウンドを人工芝化するとともに防球ネッ

ト、トイレ、夜間照明灯などを新設しました。また、平成27年からは公共スポーツ施設予

約システムが稼働しており、利用者の利便性向上に寄与しています。 

 これらの施設やシステムを、より有効に活用していただくためにも、それぞれのニーズ

に合わせた情報の提供が、これまで以上に重要となってくると考えています。 

      

【参考】令和２年度から令和６年度までの事務事業点検評価における評価結果（基本目標③に関する事業） 

施  策 施策の展開・主な取り組み 事 業 名 
外部委員評価/担当課評価（年度） 

R6 R5 R4 R3 R2 

１ スポーツ・ 

レクリエーション 

活動の推進 

２ 多様なスポーツ・ 

レクリエーション機会の充実 

スポーツ・ 

レクリエーション 

推進事業 

A/A A/A A/A B/B A/A 

２ スポーツ・ 

レクリエーション 

推進体制の充実 

１ 生涯スポーツを推進する 

  体制づくり 

公共スポーツ施設 

予約システム事業 
   A/A A/A 

２ スポーツ団体の支援と 

地域の人材活用 

スポーツ・レクリエー

ション団体支援事業 
A/A B/B B/B B/B A/A 
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現在の日本は、全国的に少子高齢化と人口減少が進行しています。 

 総人口は、平成20年頃をピークとして減少局面に入っており、令和２年の国勢調査では、

１億2,614万人となっています。今後もこうした傾向は続き、令和38年頃には、人口が１

億人を下回ると予測※されています。 

 また、同じく令和２年の国勢調査の総人口を年齢３区分別にみると、15歳未満人口は

11.9％で、これまで一貫して減少しています。一方、65歳以上人口は一貫して増加して

おり、28.6％と、４人に１人を超えています。こうしたことから、少子化と高齢化が着実

に進行していることが分かります。 

 蕨市においても、65歳以上の占める割合は23.4%となっており、国の水準を下回って

はいるものの、緩やかに高齢化が進んでいることがうかがえます。 

 このような、少子高齢化と人口減少の進行に伴う人口構造の変化により、社会経済活動

の担い手の減少や社会保障の問題などが顕在化し、若い世代にも将来への不安感が広まっ

ています。 

 こうした状況の中、誰もが社会的に自立し、生涯にわたって様々な分野で持てる力を最

大限に発揮することが求められています。 

※国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」令和５年推計による 

 

            

 ＩＣＴの発達に伴い社会のデジタル化が進み、日常生活における活用機会も日々拡大し

ています。その一方で、ネットいじめやネットワーク犯罪などＩＣＴの発達に伴う問題へ

の対応も課題となっていることから、今後も、情報セキュリティの確保や、メディアリテ

ラシーの育成が必要となります。 

こうした中、人工知能（ＡＩ）やＩｏＴ（Internet of Things）などの技術革新の急速

な進展による超スマート社会（Society5.0）が到来しつつあり、今後はこうした先進技術

を活用し、課題発見や解決を図る力を養うことが求められています。 

また、グローバル化の進展により、人・情報・経済・文化などの交流が活発化していま

す。このような状況に対応するために、語学力のほか、リーダーシップをとるために必要

となる交渉力やコミュニケーション能力を有し、世界的に活躍できる人材の育成などが求

められています。 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・ＩＯＴ ・メディアリテラシー 
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 2015（平成 27）年に国連は、2030（令和 12）年までに持続可能でより良い世界を

目指し、地球上の誰一人取り残さないことへの決意を示した SDGｓ（持続可能な開発目標）

を採択し、これらの動きを受け、わが国でも、2050（令和 32）年までに温室効果ガスの

排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラルを目指す宣言や、ＳＤＧｓを実現する

ための取組の推進が国・地方自治体において行われ、持続可能な社会の構築が進められよ

うとしています。 

  

 

インターネットをはじめとした情報通信技術の革新的発展により、人々の働き方や日常

生活にも大きな変革が生じています。 

総務省によれば、ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）とは「ＩＣＴの浸透が

人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること」とされており、世界各国にお

いて国をあげた取組が推進されています。 

 

                

全国的に、核家族化やライフスタイルの多様化などにより、地域社会との結びつきが弱

まり人間関係が希薄化するなど家庭を取り巻く環境が変化しており、子育てに不安をもつ

保護者も多く、地域全体で家庭教育を支えることが重要です。こうした状況に対応するた

めにも、市民一人ひとりが主体的に社会に関わり、ともに支え合っていくことが求められ

ています。 

 

                   

 学習指導や部活動のほか、保護者や地域との連携など、学校や教職員に期待される役割

が、これまで以上に大きくなっています。それに伴い、教職員の負担の増大による勤務の

長時間化が、社会的な課題として指摘されています。 

ＩＣＴ機器や校務支援ソフトを活用した業務の改善・効率化、教職員の知識・技能の向

上のほか、健康で活力をもって教育活動に従事できる環境整備が求められています。 

 

  

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・ＳＤＧｓ ・カーボンニュートラル 
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 蕨市は、埼玉県の南部、東京都心から約20km圏内に位置する、市域面積5.11km2の日

本一小さな市です。また、そのコンパクトな市域の中に約76,000人が暮らす、日本一人

口密度が高い市でもあります。 

 江戸時代には、中山道の宿場町（蕨宿）として栄え、明治22年に、町村制の実施に伴い、

蕨宿と塚越村が合併して蕨町が誕生しました。そして、戦後の昭和34年に、市制を施行し、

蕨市が誕生しました。 

 令和元年に、市制施行60周年を迎えた蕨市は、地域のコミュニティ活動や防災・防犯に

も力を入れており、市民参画・協働によるまちづくりの理念の下、さまざまな取り組みを

展開することで、魅力あるまちづくりを進めています。 

 

               

 蕨市立北小学校は、県内で最も古い小学校の一つで、その前身である蕨郷学校が、明治

３年、下蕨に開設されました。この歴史と伝統を受け継ぎ、蕨市には、現在、小学校７校、

中学校３校の合計10校の市立の小・中学校が設置されており、各校とも特色ある学校づく

りを目標に、教育活動を進めています。 

 市内の児童・生徒数は、ここ10年間緩やかに増加傾向にあり、特に外国籍の児童・生徒

は増加しています。そのような中、日本語指導加配教員による日本語指導や蕨市教育セン

ター日本語指導員による日本語指導、統括相談員や教育相談員による教育相談など、蕨ら

しい教育を目指し、きめ細かな学校教育活動を展開しています。 

 また、令和元年度より「いじめ未然防止ワーキンググループ」を発足し、いじめの無い

学級、学校づくりを推進するために、ライフスキルの手法を用いた授業プログラムの開発

や、いじめの早期発見のための学校生活アンケートの実施等、いじめを未然に防ぐアプロ

ーチを市全体で取り組んでいます。 
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＜蕨市小・中学校一覧＞ 

学校名 創立年  学校名 創立年 

東 小 学 校  明治11年  第一中学校 昭和22年 

西 小 学 校  昭和24年  第二中学校 昭和28年 

南 小 学 校  昭和25年  東 中 学 校 昭和35年 

北 小 学 校  明治03年    

中央小学校  昭和29年    

中央東小学校 昭和42年    

塚越小学校  昭和45年    

 

＜蕨市の児童・生徒数の推移＞  

【図表】過去10年間における児童・生徒数の推移（各年度５月１日現在／人） 

区分 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

児童数 
(小学校) 2,871 2,904 2,978 3,027 3,076 3,099 3,153 3,152 3,203 3,215 

生徒数 
(中学校) 1,403 1,369 1,334 1,325 1,305 1,316 1,348 1,392 1,411 1,425 

資料：学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表】昭和34年以降の児童・生徒数の推移  
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 コンパクトな市域に、７つの公民館をはじめ、図書館、歴史民俗資料館など、多くの社

会教育施設があり、それぞれが市民の活動拠点であるとともに、芸術・文化に触れ合う場

所として、活発な活動を実施しています。そうした生涯学習活動の輪が広がった結果、前

述のとおり、全７館が文部科学大臣より「優良公民館」として表彰されているほか、平成

25 年度には、図書館も「子どもの読書活動優秀実践図書館」として文部科学省から表彰を

受けるなど、蕨市は、県内においても生涯学習活動の盛んなまちとして認識されています。

さらに、近年は、「音楽によるまちづくり推進事業」により、音楽を中心とした芸術文化の

振興とともに、まちの魅力発信やにぎわいの創出を図っています。 

 一方で、青少年の健全育成にも力を入れており、自然体験活動をはじめ、放課後子ども

教室や少年センターなどを家庭･学校･地域･行政の連携･協力により、運営しています。 

 また、蕨市は、「成年式発祥の地」として全国的に知られています。終戦翌年の昭和 21

年、戦後の虚脱状態にあった若者を励まそうと、当時の蕨町青年団が発案した青年祭の中

で「第１回成年式」が開かれました。これは、昭和 23 年に制定された「成人の日」の基

となった事業であり、蕨市では現在も、「成年式」の名称で新成人をお祝いしています。な

お、民法の一部改正により、令和４年４月１日以降は、成年年齢が 18 歳となりましたが、

成年式は、単に法律上の成人をお祝いするだけの行事ではなく、先人たちの思いを受け継

いできたものであること、18 歳で全ての権利が現在の成人と同等に認められる訳ではな

く、20 歳は引き続き重要な節目であり続けること、多くの 18 歳にとって、受験勉強や就

職活動など将来に関わる大切な時期であり、この時期の式典開催には、教育的配慮が必要

であることなどから、蕨市では、引き続き、20 歳を対象に成年式を開催していくこととし

ています。 

 

 

【図表】蕨市成年式参加人数推移(人・％) 

開催年度  該当者 出席者 出席率 

令和２年度 ※75 回 新型コロナウイルスにより令和 3 年度に延期 

令和３年度 
※75 回 771 名 316 名 41.0% 

76 回 649 名 407 名 62.7% 

令和４年度 77 回 613 名 409 名 66.7% 

令和５年度 78 回 660 名 395 名 59.8% 

令和６年度 79 回 646 名 353 名 54.6％ 

資料：生涯学習スポーツ課 

 写真は第一国民学校（現在の北小学校） 

第１回成年式 
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＜蕨市の主な社会教育施設一覧＞ 

施設名 開館年  施設名 開館年 

中央公民館 昭和25年  市 立 図 書 館 昭和26年 

東公民館  昭和37年  歴史民俗資料館  平成02年 

西公民館  昭和34年  歴史民俗資料館分館 平成15年 

南公民館  昭和34年  文化ホールくるる 平成22年 

北町公民館 平成10年  市 民 会 館  昭和49年 

下蕨公民館 昭和43年    

旭町公民館 昭和37年    
 
 

【図表】主な社会教育施設の利用者数等の推移（延べ人数／人） 

利用区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

公民館利用者数 129,285 163,634 180,801 

図書館年間貸出利用者数 113,544 107,576 102,164 

歴史民俗資料館来館者数 26,729 32,379 31,744 

   ※令和3～５年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、利用制限を行っている 
期間があります。 
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 蕨市では、市民の心と体を健やかに保ち、スポーツを通じた人と人とのつながりの醸成

を目指し、生涯スポーツの推進に取り組んでいます。市内では、各地域においてスポーツ・

レクリエーション活動が盛んに行われており、市民ロードレース大会や市民水泳大会、各

種スポーツ教室のほか、各スポーツ関係団体の活動にも、子供から高齢者まで多くの市民

が参加しています。 

 また、スポーツ関係団体や指導者の養成・支援にも力を入れており、中でも、県下有数

の歴史を誇る、蕨市スポーツ協会（昭和５年の設立当時の名称は蕨町体育会・令和３年に

蕨市体育協会より名称変更）をはじめとする各団体が、自主的な活動により、市民がいつ

でもスポーツを楽しめ、家族・地域との触れ合いを大切に、生涯スポーツの振興を図る環

境づくりに努めています。 

今後も、スポーツを楽しみながら個人の健康増進・保持に努め、スポーツを通して生涯

学習の推進及びまちづくりの発展に寄与できるよう、各種の取り組みの充実などに努めま

す。 

 

＜蕨市の主なスポーツ施設一覧＞ 

施設名  施設名 

市 民 体 育 館   市民公園ランニングコース 

富士見公園内野球場   大荒田ランニングコース 

富士見第２公園内庭球場  富士見ランニングコース 

塚 越 公 園 内 野 球 場   市民プール (中央・塚越 ) 

錦 町 ス ポ ー ツ 広 場    
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Ⅰ 

 

 蕨市の教育の目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

生きる力を育み ともに学び 
未来を拓く蕨の教育 

Ⅰ 確かな学力と豊かな人間性をもち 

たくましく生きる子供の育成 

Ⅱ 交流の輪を広げる 

生涯を通じた学びの支援 

① 学びあい高めあう学校教育の充実 

② 生涯学習を支える社会教育の充実 

③  

共通の視点 

次の2点を計画全体に共通する視点として各施策に反映します 

①持続可能な開発目標（SDGｓ）の実現に向けた教育の推進 

②教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 
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蕨市教育委員会では、第２期計画の実現に向けて、未来を見据えながらさまざまな施策

に取り組んできました。第３期計画では、各施策の継続性を踏まえ、次のとおり、第２期

計画で掲げた基本理念を継承して、教育の振興に取り組むものとします。 

 

 

 

 

これまで蕨市では、市民と市民、市民と行政とがお互いに協力し合うまちづくりを進め

るとともに、生涯学習を推進し、その学習成果が「人づくりやまちづくり」に生かされ、

市民が主体的にまちづくりに参画できる「生涯学習のまち蕨」を築いてきました。このこ

とは蕨市にとって大きな財産であることから、今後も、これまでの姿勢を継続し、全ての

市民が生涯を通じ学びあえる環境づくりを進めることが大切であると考えます。 

 

そのような中、現在の子供たちが社会を担うことになる未来は、グローバル化や少子高

齢化など、環境が大きく変化することが想定され、我が国や蕨市の未来を担う人材を育成

する教育の使命はますます重要となっています。 

 

そこで、社会がどのように変化しようとも、特に、子供たちが自らの力で人生を切り拓

いていくために必要な「生きる力」を育てたいと考えます。そして、人と人とのつながり

を大切にし、学びを通して「自己肯定感」を育み、夢や志を持って幸福な生涯を実現する

とともに、社会で役割を果たすことのできる人を育成することを目指します。 

 

また、人を育てるには、学校だけでなく、家庭・地域を含めた社会全体が一体感を持ち

協力することが必要です。子供も大人も生涯を通じた学びの中で、互いが助け合い、成長

し合うことにより、「人が育ち、まちが育つ“蕨”」でありたいと願います。 

 

     

情報化や技術革新、グローバル化等により予測を超えて加速度的に進展すること
が予想される中、学校教育には、子供たちに、このような変化の激しい社会を生き
るために必要な力である「生きる力」を育成することが求められています。 

 
文部科学省では、新しい時代を生きる子供たちに必要な３つの力を、 
①学んだことを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間性など 
②実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能 
③未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力など 

としており、これらをバランスよく育むことが大切であるとしています。 
 

（文部科学省ホームページ「学習指導要領『生きる力』」より抜粋）  

 

 

 

生きる力を育み ともに学び 未来を拓く蕨の教育 

【生きる力】 
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基本理念を踏まえ、施策を実施していくにあたり、次の２つの基本方針を掲げて取り組

みます。 

 

                                     

 

 

 

子供たちに、「生きる力」を支える確かな学力や豊かな心、健やかな体など、社会的に自

立して生きていくための基礎となる力を育む教育を推進します。 

また、基礎・基本を確実に身に付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動する

ことにより問題を解決する力を養います。 

さらに、他者と協調し、他者を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性を育み、自

分の命と同様に全ての命を大切にできる心を育てます。 

そして、子供たちがたくましく生きるためには、自分を大切に思える心や感情をコント

ロールする力、健康や体力を保持・増進する力を身に付けることが必要です。 

 蕨市の子供たちが、豊かな人間関係の中で「生きる力」を育み、将来、幸福な生涯を送

り、社会に貢献することを願い、学校・家庭・地域の連携を進め、次代を担う子供たちの

育成と学びの支援に取り組みます。 

 

 

                                     

                                     

                                     

                                     

一人ひとりの心の豊かさ、生きがい、人と人とのつながりを醸成するため、市民の主体

的かつ自主的な学習・スポーツ活動を充実させるとともに、誰もが生涯を通じて自由に学

び、その成果を地域活動に生かせる環境を創出します。 

さらに、「生涯学習社会」の実現のため、個人の生涯学習活動の成果を地域で生かし、ま

ちづくりに寄与していくための仕組みを構築します。 

 

※生涯学習社会：人々が生涯のいつまでも自由に学習機会を選択して学ぶことができ、

その成果が社会において適切に評価される社会のこと。 

 

 

Ⅰ 
確かな学力と豊かな人間性をもち 

たくましく生きる子供の育成 

Ⅱ 
交流の輪を広げる 

生涯を通じた学びの支援 
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基本理念及び基本方針を踏まえ、今後５年間に取り組む教育行政の３つの基本目標は次

のとおりです。 

 

 

① 学びあい高めあう学校教育の充実  

  

   少子高齢化や核家族化などが進む中、生涯にわたって自己実現を目指す自立し 

た「生きる力」を持った人間を育成するために、蕨市ならではの魅力ある教育活 

動を展開し、学校教育の各取り組みの充実を図ります。 

そのために、蕨市全体の学校教育の目標のほか、各学校における教育目標を定 

め、一人ひとりを確実に伸ばす教育を徹底します。 

また、社会状況に応じた情報教育や環境教育、国際理解教育等を推進します。 

さらに、各学校の創意工夫により特色ある教育活動を展開し、小学校での教科 

担任制の推進や少人数学級の推進、支援員の配置などにより学校生活や学習支援 

の充実を図るとともに道徳教育や福祉教育、ボランティア体験などを通して豊か 

な心と健やかな体を育む教育に取り組みます。 

一方で、計画的・継続的な人材育成により教職員の資質の向上を図るとともに、 

快適な学習環境を確保するための学校施設の整備など、学習指導要領に対応した 

学習環境の充実に努めます。 

コミュニティ・スクールにより、学校や家庭、地域の連携を深めることで地域 

に根ざした学校づくりを推進しつつ各取り組みを総合的に進め、それぞれが持つ 

力を存分に発揮することで「知・徳・体」の調和のとれた、児童・生徒を育成す 

ることを目指して、学びあい高めあう学校教育の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・学習指導要領 
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② 生涯学習を支える社会教育の充実 

  

 社会の大きな変化に対応し、心の豊かさ、生きがい、人と人とのつながりを醸 

成していくため、市民の主体的かつ自主的な学習活動を支える社会教育を充実し、 

市民一人ひとりが生涯を通じて自由に学び、その成果を社会参加活動に生かせる 

ような環境づくりを推進します。あわせて、芸術・文化団体等の活動を支援し、 

かつ歴史・文化資源の保存と活用を図ることで、蕨らしい文化の薫るまちを目指 

します。 

また、未来を担う青少年が健やかに成長できるように、家庭や学校、地域が連 

携して青少年を見守るとともに、社会参加や地域活動の機会を充実させ、さまざ 

まな体験学習ができる環境を整えます。 

さらに、社会が複雑化・多様化する中で、市民がお互いを尊重しながら、安心 

して暮らせるように、あらゆる機会を活用して人権意識の高揚を図るとともに、 

平和を愛する心を醸成します。 

 

 

 

 

③ どこでもだれもが親しめる生涯スポーツの充実  

  

 健康意識の向上とともに、スポーツ・レクリエーション活動への関心が高まっ 

ており、体を動かすことで得られる喜びや満足感、人との触れ合いで得られる連 

帯感は、生涯にわたる健康づくりや生きがいづくりに欠かせない要素となってい 

ます。 

そのため、スポーツ・レクリエーションに関する情報が容易に入手できる仕組 

みの構築や、施設利用の利便性の向上を図り、気軽に活動ができる環境を整備し 

ます。 

  また、スポーツ関係団体への支援や指導者の養成を促進するとともに、多様な 

活動の機会の充実を図ることで、市民だれもが生涯にわたって、主体的に取り組 

み、親しめる環境づくりを進めます。 
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Ⅰ 

 

   施策の体系 

 

 

 

 

施 策   施策の展開・主な取り組み 

      

(1) 教育内容の充実 
  

1 自ら学び自ら考える児童・生徒の育成 
  

    
2 蕨らしい魅力ある教育活動の展開 

    
    

3 豊かな心と体を育む教育の展開 
    
    

4 学校給食の充実 
    
    

5 特別支援教育の充実 
    
    

6 教職員の指導力の向上と人材の確保 
    
    

7 国際理解教育の充実 
    

 

(2) 教育環境の充実 
  

1 時代に対応した学校施設の機能充実 
  

    
2 学校安全の向上 

    

 

(3) 地域に根ざした 
教育の展開 

  
1 家庭・学校・地域の連携 

  
   

2 地域防災活動の支援と担い手の育成 
    
    

3 家庭教育における意識向上と学習機会の充実 
    

 

(4) 教育への支援 
 

  
1 家庭などに対する支援 

  
   

  
    

 

  

Ⅰ 
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施 策   施策の展開・主な取り組み 

      

(1) 学習環境と 
学習機会の充実 

  
1 学習環境の充実 

  
   

2 多様な学習機会の提供 
    
    

3 生涯学習情報の発信 
    
    

4 図書館サービスの充実 
    
    

5 子育てしやすい環境づくり 
    
    

6 家庭教育の支援 
    
    

7 多文化共生・国際交流に向けた環境づくり 
    

 

(2) 生涯学習推進体制の整備 
  

1 生涯学習推進体制の充実 
  

    
2 生涯学習に関する団体の支援と地域の人材活用 

    

 

(3) 青少年の活動機会 
などの充実 

  
1 青少年の活動機会の充実 

  
   

2 自然体験活動の充実 
    
    

3 青少年を見守る活動の充実 
    

 

(4) 芸術・文化活動の振興 
  

1 芸術・文化活動団体の支援と地域の人材活用 
  

    
2 芸術・文化活動の環境づくり 

    
    

3 音楽によるまちづくり（わら音）の推進 
    
    

4 地域資源を生かした芸術・文化振興 
    

 

(5) 歴史・文化の保存と活用 
  

1 歴史資料に関する調査・研究の推進 
  

    
2 歴史民俗資料館における事業の充実 

    

 

(6) 人権・平和意識の高揚 
  

1 市民の人権意識の高揚 
  

    
2 人権教育の推進 

    
    

3 市民の平和意識の高揚 
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施 策   施策の展開・主な取り組み 

      

(1) スポーツ・レクリエー 
ション推進体制の充実 

  
1 取組を進める運用体制の充実 

  
   

2 
スポーツ・レクリエーション団体の支援と地域の人
材活用     

 

 

 

 

 

 

 

(2) スポーツ・レクリエー 
ション活動の推進 

  
1 スポーツ・レクリエーション環境の充実 

  
   

2 多様なスポーツ・レクリエーション機会の充実 
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   基本目標の施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

基本目標① 

１ 教育内容の充実 

２ 教育環境の充実 

３ 地域に根ざした教育の展開 

４ 教育への支援 
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 社会を取り巻く環境が大きく変化し続ける中、自らの人生を切り拓くための「生きる力」

を、子供たちに身に付けさせることが、学校教育における大きな課題です。 

 この「生きる力」を身に付けさせるためには、魅力ある教育活動を展開するとともに、

教育内容を工夫改善していくことが必要となります。現在、埼玉県では若い教職員が増加

しており、それに伴い、蕨市も教職員の若返りが進んでいます。そうした中、教職員全体

の指導力を高め、教育力を向上させるため、教職員研修の更なる充実が必要です。 

一方、児童・生徒については、生命尊重、自尊感情や規範意識、人間関係を形成する力

の低下などの傾向が指摘されています。こうした課題に対応するため、ライフスキルの手

法を取り入れたプログラムの開発や道徳教育・体験活動の充実など、「豊かな心」の育成が

求められています。それとともに、健康な生活を送るために、個に応じた体力向上も重要

となっており、課題の克服に努めながら、総合的な体力を育成していく必要があります。 

また、生活習慣の乱れとともに、食習慣の乱れに起因するさまざまな健康問題も指摘さ

れており、正しい食習慣を身に付けることが重要です。学校給食を安全・安心に、また継

続して安定的に提供するためには、学校給食センターの施設・設備の老朽化を踏まえた施

設管理が必要となります。 

さらに、現在、各学校において、特別な配慮を要する児童・生徒が増加しています。児

童・生徒の持っている力をより伸ばすには、一人ひとりに合った指導を行うことが重要と

なるため、特別な支援を必要とする児童・生徒への、合理的配慮の提供やきめ細やかな指

導の充実が求められています。 

加えて、世界の人々と協調する資質・能力を養うために、蕨市では、小・中学校にＡＬ

Ｔ（外国語指導助手）を配置し、外国語活動や外国語の授業のほかに、国際理解教育に関

する活動も推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 現状と課題 

 

施策(1) 



第２章【施策の展開】 

31 

  

 

 

 

◆学習指導要領の趣旨を生かした教育課程を推進するとともに、各校の目標の具現化を

通して「生きる力」を育み、社会の変化に対応した教育を推進します。 

◆図書に関する専門的な知識を有する人材を通じて、学校図書館機能の充実を図ります。 

◆確かな学力の向上と基礎・基本の確実な習得に向け、授業の充実を図り、諸調査から

効果を検証します。 

◆児童・生徒に分かりやすい授業を展開するため、ＩＣＴの積極的な活用を推進すると

ともに、小学校においても教科担任制や少人数指導、ティーム・ティーチングなど、

指導方法の工夫改善を図ります。 

◆児童・生徒の学習や学校生活を、地域の大学生･大学院生が支援する事業を展開します。 

◆地域の企業や施設の協力を得ながら、地域の教育力の活用を促進します。 

◆児童・生徒の豊かな人間性を育む「心の教育」の推進・充実を目指します。 

◆いじめ防止のため、人権感覚を育成するとともに、いじめの未然防止、早期発見、早

期対応に向けたプログラムを活用し、組織的な取り組みを進めます。 

◆教育相談体制を充実させ、不登校児童・生徒の未然防止を図るとともに、学びにアク

セスできない児童・生徒の減少を目指します。 

◆児童･生徒の健康の保持･増進を図り、健康や安全への配慮ができる能力を育成します。 

◆子供たちの望ましい食習慣を形成するため、学校・家庭・地域との連携を図り、食育

の推進に努めます。 

◆安定的に安全・安心な学校給食を提供するため、学校給食センターの衛生管理の維持

と施設・設備の整備充実を図るとともに、学校給食に対する理解・啓発に努めます。 

◆特別な支援を必要とする児童・生徒の自立や社会参加に向け、一人ひとりの教育的ニ

ーズを把握して、適切な教育や支援を行います。 

◆教職員研修の実施や授業研究会などを通して、教職員の指導力の向上を図り、教育研

究の充実に努めます。 

◆学校訪問を実施し、学習指導や教育環境の充実を図ります。 

◆グローバル化する社会の中で、世界の人々と協調する資質・能力を養うため、外国語 

活動や外国語の授業及び国際理解教育の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 施策の方向性 

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・ティーム・ティーチング 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 自ら学び自ら考える児童・生徒の育成  
  

 ①蕨市の学校教育としての目標及び各学校における目標を設定し、その確実な実現 

を通じて児童・生徒の確かな学力と自立する力を育成します。 

 ②社会経済状況の変化に対応した、情報活用能力の育成や、環境教育、国際理解教 

育などを推進します。 

 ③司書教諭と学校図書館教育支援員を中心とした学校図書館教育の推進を図ります。 

 ④全国学力・学習状況調査や埼玉県学力・学習状況調査、新体力テスト等の諸調査 

を基に、児童・生徒の課題を分析するとともに、課題に応じた教育内容を展開し 

ていきます。 

 ⑤災害や事故から児童・生徒を守るため、防災教育や安全教育の充実を図ります。 

 

２ 蕨らしい魅力ある教育活動の展開  
  

 ①カリキュラム・マネジメントを確立し、特色ある教育活動を展開します。 

 ②はつらつスクール事業やスクール支援員などにより、学校生活や学習の支援を図 

 ります。 

 ③デジタルドリル等のＩＣＴを活用した個別最適な学習を推進します。 

 ④中学生ワーキングウィークなどを通じてキャリア教育を推進します。 

 ⑤教育相談や日本語特別支援などの機能を有する教育センターの更なる充実を図り 

ます。 

 ⑥「蕨ＣＯＣＯＬＯプラン」をもとに、不登校児童生徒の未然防止や支援を行いま 

す。 

 ⑦ＡＬＴ（外国語指導助手）の全校配置や英語４技能テストの活用などにより外国 

語教育の充実を図ります。 

 ⑧日本語を母語としない児童生徒の増加に伴い、日本語特別支援教育支援員を中心 

とした日本語指導教室への取組や、各校への巡回指導の充実を図ります。また、 

各校に配置している日本語指導加配教員が、担任や各種支援員及び日本語指導ボ 

ランティアと連携し、児童生徒への個別の学習支援を行います。 

 ⑨学校プール施設の老朽化や猛暑等による天候の影響を踏まえ、民間施設を活用した

水泳事業を実施し、安全に水泳事業を実施するための方策を研究していきます。 

 

 

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・学校図書館教育支援員 ・カリキュラム・マネジメント ・はつらつスクール事業 
・スクール支援員 ・中学生ワーキングウィーク ・蕨ＣＯＣＯＬＯプラン 
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３ 豊かな心と体を育む教育の展開  
  

 ①豊かな心を育む道徳教育や福祉教育、ボランティア体験などを推進します。 

 ②心と体に関する正しい知識を身に付け適切に行動選択することができるようにす 

るための保健教育を推進します。 

 ③地域と連携して指導者の確保を図り、豊かな心と健やかな体を育む部活動の充実 

に努めます｡ 

 ④蕨市いじめ防止基本方針のもと、学校・家庭・地域、その他の関係機関が連携し、 

明るく安心して学べる、学校づくりを推進します。 

 ⑤いじめ未然防止プログラムの取り組みにより、児童・生徒の人間関係スキルや情 

報モラルの向上を図り、いじめのない学校づくりを目指します。 

 ⑥スクールカウンセラーの増員や校内教育支援センター（e-station）の拡充など 

により不登校の児童・生徒への支援を図ります。 

 

４ 学校給食の充実  
  

 ①調理施設・設備の老朽化を踏まえた計画的な整備に努めます。 

 ②安全面に配慮した食材を選定し、衛生的な調理環境とするための学校給食衛生管 

理基準の徹底を図ります。 

 ③食物アレルギーを有する児童・生徒への給食対応における、学校・家庭との連携 

を推進します。 

 ④安全で栄養バランスのとれた献立内容の充実を図るとともに、学校給食を生きた 

教材として活用した食育を推進します。 

 

５ 特別支援教育の充実  
  

 ①特別支援学級や通級指導教室における特別支援教育の充実を図ります。 

 ②特別支援教育支援員を配置し、通常学級における特別な支援を必要とする児童・ 

生徒への個に応じた指導を行います。 

 ③特別支援教育コーディネーターを中心とした校内就学支援体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・特別支援教育 
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６ 教職員の指導力の向上と人材の確保  
  

 ①教育センターを活用した計画的・継続的な教職員研修の実施などにより、外国語 

やＩＣＴ教育等にも対応した指導力の向上を図るとともに、優秀な教職員の確保 

に努めます。 

 ②７・８年次の教職員を対象とした研修（クリエイティブ先生）を推進し、教育の 

専門的知識や技能の一層の充実を図るとともに、ミドルリーダーとして教育活動 

の中核として活躍できる指導力を養成します。 

 ③教職員の指導力の向上のための環境整備を推進します。 

 

７ 国際理解教育の充実  
  

 ①小・中学校に配置しているＡＬＴ（外国語指導助手）を活用した国際理解教育を

推進します。 

 ②中学生英語スピーチコンテストを継続して開催し、国際性豊かな生徒の育成に努 

めます。 

 ③英語４技能テストを実施し、「聞く・読む・話す・書く」の４技能の定着状況を 

把握するとともに、授業改善に努めます。 

 

  

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・クリエイティブ先生 

 



第２章【施策の展開】 

35 

  

 

 

 

 

 

 

 

未来に向かって成長する子供たちが、健康で、安全・安心な質の高い教育環境で学び、

さまざまな体験をしながら生活することは、教育に不可欠な条件です。 

 そのために、児童・生徒数の動向に留意し、適正な学校規模を維持しながら、校舎等の

老朽化を踏まえた施設整備を行うなど、快適な学習環境とともに円滑な学校運営ができる

施設管理を行う必要があります。 

 また、効果的な学習指導のため、教材や図書の充実とともに、情報化社会に対応した情

報教育を推進するためのＩＣＴ機器などの維持・更新が必要となります。 

 

 

 

 

◆子供たちが、健康で、安全・安心な学校生活を送るための施設整備を推進します。 

◆充実した教育環境で学習ができるよう教材や図書の整備を図るとともに、情報活用能

力の育成を図るためのＩＣＴ活用環境を整備します。 

 

 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(2) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 時代に対応した学校施設の機能充実  

  

 ①児童・生徒が健やかに学習・生活できるよう、トイレの洋式化を含めた全面リニュ  

ーアルを進めるとともに、新しい時代の学びに対応した環境の整備に努めます。 

 ②長寿命化改修を中心とした学校施設の老朽化対策の検討と実施を図ります。 

 ③中学校へのＤＸルームの整備や、ＧＩＧＡスクール構想に伴い配備した１人１台 

端末の活用や維持・更新、ＩＣＴ活用学習環境の充実を図ります。 

 ④学校図書館の蔵書整備を図り、子供たちの読書環境の整備に努めます。 

 

 

２ 学校安全の向上  
  

 
①施設の安全対策や防犯対策、校舎等における設備・機器等の保守点検や計画的な 

修繕等による安全管理を徹底します。 
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 社会全体において、家庭・地域の教育力の低下が指摘されています。教育に対する人々

の関心と理解を一層深めるとともに、学校・家庭・地域の住民や企業などが力を合わせて

連携し、地域全体で教育に取り組む必要があります。 

 また、少子高齢化や核家族化、都市化、国際化により、子供たちを取り巻く環境や生活

様式などが大きく変化している中で、家庭では、子育てについての情報の不足を感じたり、

悩みや不安を抱えたりする状況が見られます。子供たちにとって最も基本的な居場所であ

る家庭には、子供たちに基本的な生活習慣や倫理感などをしっかりと培う役割が求められ

ており、家庭の教育力の向上が課題となっています。 

 そうしたことから、これから親になる世代や子育て中の親に対して、親としての力を高

めることなど家庭教育に関する学習を支援する必要があります。 

さらに、首都圏直下型地震などへの備えについて、その重要性が高まっていることから、

中学校の防災教育の一環として、災害時の避難所の開設や運営にあたり、中学生による支

援補助活動を位置付けるとともに、関係諸機関との連携を図り、また、中学生の時期から

地域防災活動に関わらせることで、今後の地域防災における人材として育成します。 

 

 

 

  

 現状と課題 

 

施策(3) 
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◆「彩の国教育の日」に係る取り組みをはじめとした学校公開などを通して、教育に対

する市民の理解を深め、関心を高めます。 

◆保護者や地域住民の意向を把握・反映しながらその協力を得るとともに、学校として

の説明責任を果たしていきます。 

◆学校における学習活動、安全確保、環境整備などのボランティアとして保護者や地域

住民の参加を促し、学校・家庭・地域が一体となった子供の育成を推進します。 

◆地域に住む中学生が、自助・共助の精神を培い、災害時における避難所としての学校

の役割について学び、あわせて、自らも支援補助としての能力を発揮することで、地

域防災の担い手としての意識を高め、自覚を育てます。 

◆「生きる力」の育成において家庭教育の果たす役割の重要性について、家庭教育学級

などを通して、普及・啓発に努めます。 

◆自分自身の読書や勉強の時間、家族との団らんの時間、人と人とのつながりの時間を

子供たちが大切にできるよう、学校・家庭・地域で協力した活動を広めます。 

 

 

 

 

  

 施策の方向性 

【用語の説明】⇒ 74ページへ 
・彩の国教育の日 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 家庭・学校・地域の連携  
  

 ①蕨市の学校教育施策や各学校の取り組みに関する情報を公開します。 

 ②コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）及び学校応援団の取り組みなど 

の充実と活用により、地域に根ざした学校づくりを推進します。 

 ③学校ボランティア、日本語支援ボランティアの活用と充実を進めます。 

 ④家庭や地域との連携により、児童・生徒の安全を守ります。 

 

2 地域防災活動の支援と担い手の育成  
  

 ①災害時において地域防災の一助となる中学生との連携を促進します。 

 ②中学生地域防災支援事業を継続します。 

※地域防災支援を行う中学生：ＷＳＳ（WARABI SUPPORTING STUDENTS） 

 

3 家庭教育における意識向上と学習機会の充実  
  

 ①家庭教育の重要性に関する普及・啓発に努めます。 

 ②蕨市健やかメディア宣言や児童･生徒が自ら作成したインターネットやソーシャ 

ル・ネットワーキング・サービス(SNS)の利用に関するルール、わらび子ども宣 

言などを活用し、家庭で子供と保護者が話し合う機会の充実を図ります。 

 ③家庭教育を推進する上で必要な学習機会の提供に努めるとともに、保護者が気軽 

に集え、情報交換できる場の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

  

【用語の説明】⇒ 74・75ページへ 
・学校運営協議会制度 ・学校応援団 ・蕨市健やかメディア宣言 ・わらび子ども宣言 
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経済的格差の拡大が指摘される中、就学にかかる費用の確保や大学等の高等教育機関へ

の進学にかかる資金の支弁が困難な家庭もあります。そのような家庭の子供たちが、等し

く教育を受ける機会や進学及び修学の機会を失わないために経済面についても支援してい

くことが必要とされています。 

 

  

 

◆子育てに不安や悩みを抱える保護者に対する教育相談体制の充実を図り、子育て世代

の家庭を支援します。 

◆小学校入学までに子供たちに身に付けてほしいことをまとめた子育ての目安「３つの

めばえ」を活用し、家庭教育における意識の向上を図ります。 

◆就学のための就学援助制度を継続します。 

◆経済的な理由により入学金及び学費等の支弁が困難な家庭への支援策として資金の貸

付（貸与）制度の充実を図り、子供たちに等しく教育を受ける機会を提供することで、

有能な人材の育成に寄与します。 

 ◆子育て世帯の経済的負担を軽減するため、第２子以降への給食費無償化の実施を図り

ます。 

 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(4) 

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・3つのめばえ 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

1 家庭などに対する支援  

  

 ①教育センターやさわやか相談室、スクールカウンセラーの周知を図るとともに、 

各学校においても教育相談日を設定するなど、教育相談体制の充実に努めます。 

 ②就学のための補助制度などを継続するとともに、その周知に努めます。 

 ③私立幼稚園等への支援を通して幼稚園教育の充実を促進します。 

 ④高等学校や高等教育機関への進学及び修学のための貸付（貸与）制度を継続する 

とともに、その周知に努めます。 

 ⑤幼児教育・保育無償化制度を通して、対象施設に通う園児の保育料等の保護者負 

担を軽減します。 

 ⑥夜間中学運営に係る経費の負担を通して、学びの機会の確保に努めます。 

 ⑦給食費の完全無償化を国とともに推進し、また、市独自に 2 人目以降給食費無償 

化の実施を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・幼児教育・保育無償化制度 ・夜間中学 
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基本目標② 

１ 学習環境と学習機会の充実 

２ 生涯学習推進体制の整備 

３ 青少年の活動機会などの充実 

４ 芸術・文化活動の振興 

５ 歴史・文化の保存と活用 

６ 人権・平和意識の高揚 



第２章【施策の展開】 

44 

 

 

 

 

 

 

  

 

 一人ひとりの価値観やライフスタイルの多様化、グローバル化の進展など、社会を取り

巻く環境の変化を受けて、学習に対する要求も高度かつ多岐にわたるものとなっています。

さらに、全国的にいわれている、地域コミュニティの衰退や人々のつながりの希薄化など

の地域課題に対応するための学習機会の充実が、これまで以上に必要とされています。 

 そのため、社会教育施設の整備をはじめとする学習環境の充実、市民の主体的かつ自主

的な生涯学習活動が行われるよう、さまざまなニーズに応じた学びの場や、その学習の成

果を生かす機会の提供が求められています。 

図書館施設においては、従来の貸し出し重視の施設から、長時間過ごすことのできる滞

在型施設としての需要が増加しているため、ユニバーサルデザインへの配慮、Ｗｉ－Ｆｉ

環境の整備が重要になってきています。蕨駅西口地区市街地再開発事業の公共公益施設の

一つとして、市が計画している新図書館の整備にあたっては、こうしたニーズを踏まえな

がら設計の検討を進めます。 

引き続き、多彩な生涯学習活動を通じて、あらゆる世代が、ともに学び豊かな人生を送

れるよう、NPO、地域団体、企業等との連携・協働を推進しながら、学びの場と必要な情

報の提供を行っていくことが重要となっています。 

 

  

 現状と課題 

 

施策(1) 

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・ユニバーサルデザイン 
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◆市民一人ひとりが生涯を通じて自由に学び、学習した成果を社会参加活動などに生か

していくことができるような環境づくりを目指します。 

◆公民館など生涯学習の拠点となる施設について、誰もが利用しやすい施設環境の整備、

機能向上や施設運営の充実、サービスの向上を図ります。 

◆公民館などを拠点として、多様な課題、社会情勢などをテーマにした学習や学びを活

かす機会を提供します。 

◆西公民館等複合施設の建設を計画的に進めます。 

◆図書館などでＩＣＴ機器の整備を図り、サービスの充実を図ります。 

◆新図書館の設計を計画的に進めます。 

◆第３次蕨市子ども読書活動推進計画を通して、子供の読書活動の推進を図ります。 

◆外国人住民との相互理解を深めるための取り組みを進めます。 

 

 

 

  

 施策の方向性 



第２章【施策の展開】 

46 

 

 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 学習環境の充実  
  

 ①公民館や図書館、歴史民俗資料館、文化ホールくるるなど、生涯学習の拠点とな 

 る施設を計画的に改修し、その機能の維持・向上に努めます。 

 ②西公民館がより一層市民に親しまれる施設になるよう、複合施設の建設を計画的 

に進めます。 

 ③生涯学習の拠点となる施設について、利用者のニーズや施設設備の状況・必要性 

などを踏まえつつ、施設運営の充実とサービスの向上を図り、だれもが利用しや 

すい環境づくりを進めます。また、学習用無線 LANの運用や新たなデジタル技 

術活用の検討など、DX推進による学習環境の充実に努めます。 

 

２ 多様な学習機会の提供  
  

 ①公民館などを拠点として、市民の学習ニーズやライフステージに応じた課題、そ 

の時々の社会情勢などをテーマとした学習や学びを活かす機会を提供します。 

 ②地域の団体や学校、保育園などと連携して、地区生涯学習フェスティバルなどの 

 事業を実施します。 

 ③市民の学習を支援するための生涯学習まちづくり出前講座の充実を図ります。 

 ④市民が企画・運営するＮＰＯ等との協働型の学習機会を提供します。 

 ⑤子供たちに学ぶ楽しさを教え、基礎学力の向上や学習習慣の定着を目的とする、 

 わらび学校土曜塾の充実を図ります。 

 ⑥公民館クラブ・サークルの活動を活性化するために、公開講座等への支援を行い 

ます。 

 

３ 生涯学習情報の発信  
  

 ①広報蕨や市ホームページ、生涯学習カレンダーや公民館報などを活用し、市民の 

ニーズや社会の課題を捉えた生涯学習情報を発信します。また、SNS等も活用 

し、若年層への情報発信を強化することで、生涯学習活動の活性化や地域づくり 

の担い手の確保につなげます。 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・わらび学校土曜塾 
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４ 図書館サービスの充実  
  

 ①ＩＣＴの活用促進により、資料の検索、予約などにおける利便性の向上や手続き 

の簡素化を進めるとともに、電子図書館サービスの充実を図ります。 

 ②新図書館の整備に向けて、関係各所との連携を図りながら、館内読書環境が充実 

した施設となるよう設計の検討を進めます。また、図書館の蕨駅前への移転に併 

せて、南町地区の利便性に配慮して分館設置の検討を進めます。 

 ③「第３次蕨市子ども読書活動推進計画」に基づき、幼少期からの読書習慣の定着 

を促します。また、子どもたちが絵本に触れ合えるセカンドブック事業やわたし 

のよんだ本～読書・よみきかせ手帳～の活用を進めます。 

 

５ 子育てしやすい環境づくり  
  

 ①子育て世代のニーズを踏まえ、公民館においてさまざまな事業を実施するととも 

に、事業への参加を促進します。 

 ②子育て広場など、保護者が気軽に集え、情報交換できる場の充実を図るとともに 

保護者同士が相互成長する機会の充実に努めます。 

 

６ 家庭教育の支援  
  

 ①家庭教育に関する学習機会を提供するとともに、学習への参加を促進します。 

 

７ 多文化共生・国際交流に向けた環境づくり  
  

 ①日本語ボランティアの活動や新たな担い手の育成を支援します。 

 ②外国人住民との相互理解を図るための事業に取り組みます。 

 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・セカンドブック事業 ・読書・よみきかせ手帳 
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 社会の成熟化や健康寿命の延伸などを背景として、人々の学ぶことへの意欲が高まって

います。また、情報化や少子高齢化の進行、価値観の多様化などに伴い、学習ニーズも変

化してきており、あらためて生涯学習社会の構築が求められているところです。 

 また、個人の心の豊かさの追求や、学習を通じた人づくりや人と人をつなぐ場づくりと

いった観点からも、生涯学習の果たす役割はますます重要になってきています。そのため、

今後も市民の主体的かつ自主的な生涯学習活動が行われるよう、生涯学習に関する施策や

体制の充実、生涯学習に関する団体の支援、地域の人材の活用などを進めていく必要があ

ります。 

 

 

 

 

◆市民の主体的かつ自主的な学習活動を支援するために、生涯学習推進体制の整備に努 

めるとともに、生涯学習に関する団体の支援や地域の人材の活用に努めます。 

◆生涯学習を推進するため、提供するサービスの充実と専門性の向上に努めます。 

◆学習を通じた人づくりや人と人とのつながりの場づくりを推進していくため、生涯学

習に関する団体の育成と活動の支援に努めます。 

 

 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(2) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 生涯学習推進体制の充実  
  

 ①「蕨市生涯学習推進計画」に基づいた取り組みを進めます。 

 ②社会教育委員会議や公民館運営審議会、地区生涯学習連絡会、図書館協議会、歴 

史民俗資料館協議会など生涯学習の推進に関する組織の充実を図ります。 

 ③公民館や図書館など、社会教育施設におけるサービスの充実と専門性の向上を図 

ります。 

 

２ 生涯学習に関する団体の支援と地域の人材活用  
  

 ①社会教育関係団体など生涯学習に関する団体の育成とその活動の支援に努めます。 

 ②次代を担う指導者となる人材を確保・育成するとともに、わらび市民活動人材ネ 

ットつながるバンクの取り組みとも連携し、地域の人材の活用を図ります。 

 ③放課後子ども教室、わらび学校土曜塾などにおいて、地域の教育力と人材の活用 

を図ります。 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・蕨市生涯学習推進計画 ・わらび市民活動人材ネットつながるバンク ・放課後子ども教室 
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 少子化や核家族化、地域の人間関係の希薄化が進む中で、ひきこもりや不登校など、青

少年をめぐる問題が深刻複雑化しており、スマートフォン等の情報端末の誤った使用によ

って、青少年が犯罪に巻き込まれるなど、青少年を取り巻く環境は日々変化しております。

その一方、民法の一部改正で18歳が成年年齢となり、若者による社会参画の拡大も期待さ

れています。そうしたことから、未来を担う青少年が主体的に物事を捉え、自律した一人

前の大人として、社会のさまざまな場面で自己実現が図れるよう、これまで以上に自然体

験や社会体験など多様な体験活動の機会を充実するための取り組みが必要となっているほ

か、スマートフォンなどの情報端末の急速な普及に伴い、青少年のそれらとの付き合い方

や活用の在り方などを考えていく必要があります。 

 

 

 

 

◆各種イベントの企画運営に対する、若者の参画やボランティア活動への参加を促進し

ます。 

◆子供たちの安全・安心な居場所づくりについての取り組みを充実させ、さまざまな人

との交流を通じた生活体験や学び合いの場を提供します。 

◆青少年が、地域での体験活動を通して郷土への関心を高めるとともに、集団活動や地

域の人々との交流により心豊かな人間形成を進められるよう、青少年対象の事業の充

実を図ります。 

◆自然体験教室や環境学習などの体験・学習機会を提供します。  

◆関係団体などと連携し、有害環境から青少年を守る取り組みを進めます。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(3) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 青少年の活動機会の充実  
  

 ①中学生や高校生、大学生なども対象としたボランティア機会の充実を図るととも 

に、ボランティア活動への参加を促進します。 

 ②サマー・パーク・フェスティバル／青少年まつり、20歳のつどい（成年式）など 

の企画運営に対する若者の参画を促進します。 

 ③さまざまな機会を通じて、子どもたちの生きる力を育むために、生活体験や地域 

参画の場の充実を図ります。 

 ④子供たちの安全安心な居場所づくりや異学年交流、地域住民との触れ合いなどを 

提供する放課後子ども教室の充実に努めます。 

 ⑤子ども会等の青少年団体の活動を支援する事で、活動機会の充実に努めます。 

 ⑥青少年を対象とした自然・科学や文化・芸術、食育、環境学習など、さまざまな 

体験や機会を提供します。 

 

２ 自然体験活動の充実  
  

 ①自然体験教室や環境学習などさまざまな学習機会を提供するとともに、学習への 

参加を促進します。 

 ②蕨・戸田・川口三市青少年の船事業を実施します。 

 ③野外活動を実施する青少年団体への支援に取り組みます。 

 ④片品村・大田原市等における自然体験活動を実施します。 

 

３ 青少年を見守る活動の充実  
  

 ①地域と青少年育成団体、少年センターなどとの連携により、有害な情報や環境な 

どから青少年を守る活動を実施します。 

 ②成人年齢の改正に伴い、新たに成人となった 18歳、19歳の社会参加の促進に 

ついて支援します。 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・三市青少年の船 
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文化芸術は、人々の創造性を育み、豊かな人間性を養うとともに、人と人とのつながり

を強め、心豊かで多様性と活力のある社会を形成するために大切なものです。市内では公

民館や市民会館、文化ホールくるるなどを拠点として、市民による活動が活発に行われて

おり、また芸術・文化に関する事業も数多く展開されています。 

 芸術・文化活動は、人づくりや人と人をつなぐ場づくりといった観点からも重要であり、

今後も、市民による自主的な活動の支援・活用を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

◆芸術・文化活動団体の支援や、活動の指導者となる人材の活用に努めます。 

◆活動の成果を発表する場や、市民が芸術・文化に触れる機会の提供を通して、市民の

芸術・文化に対する関心の向上に努めます。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(4) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 芸術・文化活動団体の支援と地域の人材活用  
  

 ①助成金や情報提供などにより、芸術・文化団体の育成や担い手の確保を支援し、 

活動の活性化を促進します。 

 ②市内在住の芸術家など、芸術・文化活動の担い手の芸術・文化事業への参加促進 

に努めます。 

 ③わらび市民活動人材ネットつながるバンクの取り組みなどとも連携し、芸術・文 

化活動に寄与する人材の活用に努めます。 

 

２ 芸術・文化活動の環境づくり  
  

 ①蕨市文化祭や蕨市公募美術展覧会（市展）をはじめとした、芸術・文化活動の成 

果発表の場の充実を図るとともに、市民の自主的な活動をまちづくりに生かしま 

す。 

 ②市民会館や文化ホールくるる、市庁舎などを活用し、質の高い芸術・文化に触れ 

る機会の提供に努め、芸術・文化活動に対する市民の関心の向上に努めます。 

 

3 音楽によるまちづくり（わら音）の推進  
  

 ①蕨市民音楽祭などを通じて音楽によるまちづくりを推進し、身近に音楽に触れら 

 れる機会やイベントを通じてまちのにぎわいの創出に努めます。また、音楽情報 

を効果的に発信する方法を研究します。 

 

4 地域資源を生かした芸術・文化振興  
  

 ①地域の文化資源や河鍋暁斎の作品の魅力に触れる機会の充実に努めます。 
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蕨市は、江戸時代に中山道蕨宿として発展し、現在も当時の面影を伝える街並みや建造

物が残されています。 

また、幕末には、塚越村の高橋新五郎が英国製綿糸を使用した「二夕子織」を考案し、

明治期に改良された「双子織」は、その品質の良さから評判となり、蕨を代表する産業と

してその名を知られるようになりました。現在においては、機神社や機まつりなどからも

その歴史をうかがい知ることができます。 

 このように、蕨市に残る歴史・文化資源を継承していくために、歴史・民俗等に関する

資料の収集を進めていく必要があります。また、資料の調査・研究と整理を進め、その保

存を図るとともに、知識の普及啓発に取り組む必要があります。 

 

 

 

 

◆蕨市に残る歴史・文化資源の調査研究を進め、保存と活用を図ります。 

◆郷土を愛する心を育んでいくための事業を展開します。 

 

 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 歴史資料に関する調査・研究の推進  
  

 ①歴史民俗資料館を中心として、市内に残る歴史・民俗資料の調査研究と整理を進 

めるとともに、地域資料として重要なものを、市の文化財として指定していきま

す。 

 

２ 歴史民俗資料館における事業の充実  
  

 ①歴史民俗資料館における展覧会や講座を通じて、地域の文化財や郷土の歴史に触 

れる機会の充実に努めます。 

 ②さまざまな分野の芸術家との連携のもとで展示を行い、資料館の魅力向上に努め 

ます。 

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(5) 



第２章【施策の展開】 

55 

 

 

 

 

 

 

 

       

21世紀は「人権の世紀」であるといわれ、人権問題の解決に向け、さまざまな施策が展

開されています。その一方で、同和問題をはじめ、子供や高齢者への虐待、いじめ、ドメ

スティック・バイオレンス（ＤＶ）、性別や国籍などを理由とする差別や偏見、拉致問題な

ど、いまだに人権に関する問題・課題が残されています。さらに、インターネットを悪用

した中傷、ＬＧＢＴQなどに関する差別や偏見のほか、災害時における人権への配慮、また

ヤングケアラー対応といった新たな課題も顕在化しています。 

人権問題が多様化する中、差別のない明るい社会の実現を目指すために、お互いを尊重

する心を育み、市民の人権意識の更なる高揚を図ることが求められています。 

また、歴史を振り返ると、第二次世界大戦末期に、蕨市は３度にわたる空襲を受け、埼

玉県内では熊谷市に次いで２番目に大きな被害を受けました。戦争を二度と繰り返すこと

がないよう、昭和60年に「蕨市平和都市宣言」を制定し、その後、宣言から25年の節目と

なる平成22年に、蕨駅西口広場内に平和都市宣言塔を設置。また、平成27年には、戦後

70年と宣言から30年を機に、広島の被爆アオギリ二世の苗木を市民公園に植樹しました。 

こうしたことに加え、近年の国際情勢の緊張などを背景として、平和を願う声が高まっ

ていることから、戦争という事実・記憶を確実に次世代に伝え、平和の尊さについて考え

るとともに、平和を愛する心の醸成に取り組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

 

◆学校教育の場においては発達段階に応じた人権感覚の育成に努め、また、社会教育の

場においては市民に対する各種教育・啓発活動を行い、人権意識の高揚を図ります。 

◆毎年８月を中心に平和事業を開催し、戦争の悲劇・平和の尊さを伝え、平和を愛する

心を育みます。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(6) 

【用語の説明】⇒ 75・76ページへ 
・LGBTQ ・ヤングケアラー 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 市民の人権意識の高揚  
  

 ①だれもが生きやすい社会の実現を目指し、さまざまな人権課題に対する市民の理 

解を深めるため、広報蕨や市ホームページ、ＳＮＳ、パンフレットなどさまざま 

な媒体や街頭啓発などの機会を活用し、周知・啓発活動に努めます。 

 

２ 人権教育の推進  
  

 ①インターネットを介した人権侵害やさまざまな人権課題などに対応しながら、小 

学校における人権の花運動や小・中学校における人権教室、人権作文の実施など 

を通じ、学校教育において、子供の発達段階に応じた人権感覚の育成に努めます。 

 ②人権について学ぶ講座や講演会、パネル展などを開催します。 

 ③男女共同参画及びジェンダー平等の意識に係る教育や学習の推進を図ります。 

 

３ 市民の平和意識の高揚  
  

 ①広報蕨や市ホームページなどを活用した周知・啓発活動に努めます。 

 ②コミュニティ委員会や社会教育関係団体等と連携し、平和コンサート、戦時中の 

食体験、講演会、パネル展などを継続的に開催し、市民の平和意識の高揚を図る 

とともに、市民の主体的な取組を支援します。 

 ③歴史民俗資料館では、開館以来の継続事業として、戦争の悲惨さと平和の尊さを 

考えるために毎年 7月～9月にかけて、平和祈念展を開催しています。 

 ④戦争の歴史を後世に伝えるため、関係資料の収集や保存に務めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 76ページへ 
・人権の花運動 
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基本目標③ 

１ スポーツ・レクリエーション推進体制の充実 

２ スポーツ・レクリエーション活動の推進 
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健康増進だけでなく、体を動かすことによって、爽快感や達成感を得られたり、家族や

仲間同士の触れ合いを深められたりするなど、スポーツ・レクリエーションは、現代社会

において、大きな意義を有しています。 

そうした中、子供から高齢者まで、より多くの市民の生活の中にスポーツ・レクリエー

ション活動を定着させるために、それぞれのニーズに即した情報の提供や利便性の向上が

求められています。 

また、どこでもだれもが気軽にスポーツ・レクリエーション活動に親しみ、楽しめる環

境づくりのために、関連団体への支援や指導者の養成を推進する必要があります。 

 

 

 

 

◆市民のニーズに即したスポーツ・レクリエーション活動の情報提供に努めます。 

◆スポーツ・レクリエーション団体との連携強化や活動支援、スポーツ推進委員などの

指導者の養成・確保に努め、市民の年齢やライフスタイルに応じた活動機会の充実を

図ります。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(1) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 取組を進める運用体制の充実  
  

 ①「蕨市生涯学習推進計画」に基づいた、スポーツ・レクリエーションに関する取 

り組みを進めます。 

 ②公共スポーツ施設予約システムの適正な運用により施設予約の利便性を確保し、 

地域のニーズに即したスポーツ情報の提供に取り組みます。 

 ③幅広い年代で楽しむことができるニュースポーツの用具貸し出しを行います。 

 

２ スポーツ・レクリエーション団体の支援と地域の人材活用  
  

 ①蕨市スポーツ協会や蕨市レクリエーション協会、蕨市スポーツ少年団などへの支 

援を通じて、自主活動の促進を図ります。 

 ②スポーツ推進委員の育成とその活動を支援するとともに、各種団体の指導者とな 

る人材の発掘・養成に努めます。 

 ③総合型地域スポーツクラブの設立に対して支援を行います。 

 

 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・スポーツ推進委員 
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健康づくりや生きがいづくりへの関心の高まりにより、これまで以上にスポーツ・レク

リエーション活動へ注目が集まっています。 

それに伴い、ニーズが多様化する中、蕨市では、市民体育館や錦町スポーツ広場、小・

中学校の校庭や体育館などの施設開放で市民がさまざまなスポーツを楽しんでおり、各ス

ポーツ施設の機能向上や運営の充実が求められています。 

 また、どこでもだれもが好きなスポーツ・レクリエーションに親しめる機会に恵まれ、

楽しみながら健康増進・体力向上を目指すことができる豊かな生活の実現のために、各種

スポーツイベントやスポーツ教室の充実を図る必要があります。 

 

 

 
 

 

◆スポーツ・レクリエーション活動の拠点となる施設の整備や学校体育施設開放事業の

充実に努め、より多くの方がスポーツ・レクリエーションを楽しめる環境づくりに努

めます。 

◆さまざまな教室や大会の開催を通して、子供から高齢者まで、広く市民がスポーツ・

レクリエーションに親しむ機会を提供するとともに、健康づくりの場を提供します。 

◆「蕨市生涯学習推進計画」や「わらび健康アップ計画」等も踏まえて取り組みを進め

ます。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(2) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ スポーツ・レクリエーション環境の充実  
  

 ①市民体育館や錦町スポーツ広場など、スポーツ・レクリエーション活動の拠点と 

なる施設を適正に維持管理し、機能の維持と安全性の確保を図ります。  

 ②指定管理者制度を活用し、公共スポーツ施設の管理・運営の充実に努めます。 

 ③老朽化が進む中央プールについては、整備・活用方針とともに、学校授業をはじ 

め、幅広い活用も視野に検討します。また、塚越プールについては、施設の利用 

やあり方を検討します。 

 ④地域・学校との連携により学校体育施設開放事業の充実に努めます。 

 

２ 多様なスポーツ・レクリエーション機会の充実  
  

 ①市民体育館などを拠点として、市民ニーズに応じたさまざまなスポーツ・レクリ 

エーション講座を開催します。 

 ②市民ロードレース大会や、少年スポーツ教室の開催、民間温水プールの借上げな 

どを実施し、スポーツ・レクリエーションに親しめる機会を提供します。 

 ③子供から高齢者、障害者まで、だれもが楽しめるスポーツの普及に向けた取り組 

みを推進します。 

 ④スポーツを通じた、市民の健康づくりの取り組みを進めます。 
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Ⅰ 

 

   計画の推進に向けて 

 

              

 

 本計画を推進し、教育の振興を図るためには、教育に関わる全ての人が、それぞれが担

う基本的な役割と責任を自覚し、互いに助け合い、協力しながら、計画の推進に取り組む

必要があります。 

 

 （１）市民との協働 

   より効果的な教育関連施策の実行には、市民の協力が必要不可欠です。そのため、

教育委員会では、市民が主体的に参画できるよう、分かりやすく、積極的な情報提供

に努め、市民との協働による事業展開を推進します。 

 

 （２）関係機関との連携 

   目標に掲げる各施策を効率的に推進するため、教育委員会が中心となり、家庭・学

校・地域をはじめ、関係する各団体・機関などが連携・協力し、事業に取り組みます。 

 

 （３）学校の役割 

   本計画を実効性のあるものとしていくためには、子供たちの教育を中心的に担うこ

とになる「学校」の取組が、なによりも重要となります。 

学校には、本計画の基本理念を共有し、家庭・地域を含めた社会全体と協力しなが

ら主体的に教育施策に取り組むことを期待します。 

 

 （４）行政の役割 

時代の変化と、市民ニーズを踏まえた教育行政を推進するために、計画的・効率的

な教育行政の運営に努めるとともに、人材育成・組織体制づくりにも積極的に取り組

み、市民の視点に立った教育行政を推進します。 

 

  

Ⅰ 
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（１）計画の点検及び評価の実施 

本計画を効率的かつ着実に推進するためには、計画の進捗状況を把握・管理すると

ともに、計画(Plan)→実行(Do)→評価(Check)→改善(Action)のマネジメントサイク

ルを踏まえ、本計画に位置付けた各事業を点検していくことが重要と考えます。 

また、教育委員会では、毎年、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づ

き、事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行い、その結果に関する報告書

を議会に提出するとともに、公表することとしています。 

これにより、翌年度以降の具体的な事業を検討するとともに、市民への説明責任を

果たし、より効率的で市民に信頼される公正で開かれた教育行政を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）各年度における重点施策の策定 

本計画は、令和７年度からの５年間に取り組むべき教育施策を体系的に明らかにし

ているものです。この計画を着実に進行し、基本理念に掲げる目標を達成するために

は、各年度において、効果的な事業を展開する必要があります。 

このため、毎年度、計画期間中の各年度における重点的な取り組みを定めた「蕨市

教育行政の重点施策」を策定し、本計画の実現に取り組みます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

Plan

Do

Check

Action

【図表】PDCA サイクル 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任 

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任さ 

れた事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に 

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の 

知見の活用を図るものとする。 
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・計画策定の経緯 

資 料 

・用語の説明 

・「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡ 
 後期実現計画における施策指標一覧 
 （教育関連抜粋・参考） 
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  本計画の策定にあたり、教育委員会では、職員で構成する策定委員会を設置し、計画

内容の検討を重ねるとともに、教育関係団体への意見聴取やパブリック・コメントを実

施するなど、広く市民の方々の意見を取り入れながら計画策定を進め、令和７年２月の

定例教育委員会で最終案を議決しました。 

 

 （１）関係団体への意見聴取 

    計画策定にあたり、市内の教育関係の主な団体の代表者を対象に、本計画の概要

説明及び意見聴取を実施しました。 

  本計画に関することのほか、各団体で力を入れている取り組みや課題、蕨市の教

育への提案・要望などのご意見をいただき、計画策定にご協力いただきました。 

   【実施期間】令和６年１１月～1２月 

   【対象者一覧】 

団体名 役職等 氏名 

蕨市小・中学校校長会 会長 原田 卓治 

蕨市ＰＴＡ連合会 会長 梅谷 知弘 

蕨市社会教育委員会議 議長 德丸 平太郎 

蕨市青少年団体連絡協議会 会長 須賀 昭仁 

蕨市スポーツ協会 会長 佐藤 則夫 

蕨市レクリエーション協会 会長 大武 勝雄 

蕨市公民館運営審議会 会長 大鷲 輝国 

蕨市立図書館協議会 会長 町田 敏子 

蕨市立歴史民俗資料館協議会 会長 岡田 眞理子 

蕨市立学校給食センター運営委員会 委員長 山口 浩 

（敬称略・順不同） 

 （２）パブリック・コメント 

    計画策定の過程において、その案を公表し、広く市民から意見を募ることで、市

民参画機会の確保や市民への説明責任を果たすとともに、さまざまな声を本計画に

反映することを目的に実施しました。 

【実施期間】令和６年１２月２７日～令和７年１月１6日 
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 （３）市民からの意見 

計画策定にあたり、こども基本法や国の第4期教育振興基本計画の趣旨を踏まえ、

蕨市こども計画策定におけるヒアリングや令和６年度市民意識調査での、教育に関

連する市民からの意見を参考としました。 

 

みなさんの意見 
 
・小学校のトイレを和式から洋式に早く変えてほしい。 
・小中学校のトイレの整備（トイレのドア等）を急いでほしい。 

・トイレが汚くてくさい場所がある。 
・中学校の校舎や、校庭の整備をするべき。 
・学校施設、備品の老朽化が気になる。 

ポイント 
 
・学校施設の改修、設備の整備を進めてほしい 

書いてある場所 
 
基本目標① 学びあい高めあう学校教育の充実 
（２）教育環境の充実 １ 時代に対応した学校施設の機能充実 

   ①児童・生徒が健やかに学習・生活できるよう、トイレの洋式化を含めた 
全面リニューアルを進めるとともに、新しい時代の学びに対応した環境 

の整備に努めます。（P36） 
  ②長寿命化改修を中心とした学校施設の老朽化対策の検討と実施を図りま 

す。（P36） 

 

みなさんの意見 
 
・小中学校の子どもたちの教育について、なるべく電子化させた方がいいと思う。 
・教科書などの教材が多く、持ち帰りなどが大変にみえる。 

ポイント 
 
・一人1台端末を活用した授業を受けたい 

書いてある場所 
 
基本目標① 学びあい高めあう学校教育の充実 
（２）教育環境の充実 １ 時代に対応した学校施設の機能充実 

   ③中学校への DX ルームの整備や、ＧＩＧＡスクール構想に伴い配備した 
    一人１台端末の活用や維持・更新、ＩＣＴ活用学習環境の充実を図りま 

す。（P36） 
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みなさんの意見 
 
・図書館の改善をしてほしい。場所や施設、資料の不十分さなどが不便です。 
・Wi-Fi環境や充電しながら自習、仕事ができる図書館がない。 
・図書館等における勉強スペースを、小～中・高生／大学・社会人に分けてほ 
しい。 

ポイント 
 
・使いやすくなるよう図書館環境を整えてほしい 

書いてある場所 
 
基本目標② 生涯学習を支える社会教育の充実 
（１）学習環境と学習機会の充実 ４ 図書館サービスの充実 
  ②新図書館の整備に向けて、関係各所との連携を図りながら、館内読書環 

境が充実した施設となるよう設計の検討を進めます。また、図書館の蕨 
駅前への移転に併せて、南町地区の利便性に配慮して分館設置の検討を 

進めます。（P47） 

 

みなさんの意見 
 
・他校の子と交流できるような事業、イベント（スポーツイベント、キャンプ 
等）があると良い 

・ゴルフや弓道など子どもだけではなかなかできない活動をしたい。 

ポイント 
 
・いろんな人との交流の場が欲しい 
・様々なスポーツを体験したい 

書いてある場所 
 
基本目標③ どこでもだれもが親しめる生涯スポーツの充実 
（２）スポーツ・レクリエーション活動の推進 
２ 多様なスポーツ・レクリエーション機会の充実 
 ①市民体育館などを拠点として、市民ニーズに応じたさまざまなスポーツ 

・レクリエーション講座を開催します。（P61） 

 ②市民ロードレース大会や、少年スポーツ教室の開催、民間温水プールの 

借上げなどを実施し、スポーツ・レクリエーションに親しめる機会を提 
供します。（P61） 
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 （４）蕨市教育振興基本計画策定委員会 

     

○蕨市教育振興基本計画策定委員会設置要領 

令和６年４月15日教育長決裁 

（設置） 

第１条 蕨市教育振興基本計画（以下「基本計画」という。）を策定するため、基本計画策

定委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 委員会の所掌事務は、次のとおりとする。 

(１) 基本計画の策定に関すること。 

(２) その他基本計画に係る重要事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は教育部長をもって充て、委員は別表に掲げる職員をもって充てる。 

３ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名する委

員がその職務を代理する。 

（会議） 

第４条 委員会は委員長が招集し、議長となる。 

２ 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見若しくは説明を聴き、

又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第５条 委員会の庶務は、教育部教育総務課において処理する。 

（委任） 

第６条 この要領に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が別

に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、令和６年４月１５日から施行する。 

 （有効期限） 

２ この要領は、令和７年３月３１日限り、その効力を失う。 
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○蕨市教育振興基本計画策定委員会名簿 

 

委員長 教育部長 渡部 幸代 

委員長職務代理 教育部次長（学校教育課長） 小山 晃弘 

委員 教育総務課長 白鳥 幸男 

 教育部次長（生涯学習スポーツ課長） 加納 克彦 

 中央公民館長 鈴木 啓文 

 図書館長 佐藤 昌史 

 歴史民俗資料館長 小川 有紀子 

 教育部副参事（学校給食センター所長） 石丸 岳広 

 健康福祉部次長（子ども未来課長） 福田 望 
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該当ページ 用語 説明 

3 VUCA Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity
（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の４つの言葉の頭文字をと
った造語。社会やビジネスにとって、未来の予測が難しくなる
状況のこと。 

3･12 Society5.0 狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、人類史上５
番目の新しい社会で、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル
空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発
展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会。 

3 ウェルビーイング 身体的、精神的に健康な状態であるだけでなく、社会的、経済
的に良好で満たされている状態にあること。 

3･4･13･ 

19･36･46 

デジタルトランス 
フォーメーション 
（DX） 

デジタル技術を活用して人々の生活をより良いものへと変革
し、既存の価値観などを根底から覆すような新たなしくみを
作り出すこと。 

8･12･13･ 

31･32･34 

･35･36･ 

45･47 

ＩＣＴ Information Communication Technology の略。情報
（Information）や通信（Communication）に関する技術の
総称。 

8･32 全国学力・学習 
状況調査 

文部科学省が実施する、全国的に子供たちの学力・学習状況を
把握するための調査。小学校６年生及び中学校３年生を対象
としている。 

8･32 埼玉県学力・学習 
状況調査 

小学校４年生から中学校３年生までを対象とした、埼玉県の
子供たちの学力や学習状況を把握するための調査。学習内容
の定着度や一人ひとりの学力の伸びを把握することで、教育
施策や指導の改善を図る。学力のほか､自制心､自己効力感､勤
勉性､やり抜く力などの非認知能力についても調査している。 

12 ＩｏＴ Internet of Things（モノのインターネット）の略で、あらゆ
るモノがインターネットにつながっている状況、あるいはそ
の技術を指す。例えば、家電製品がインターネットにつながる
ことで、外出先からでも操作することなどが可能になる。 

12 メディアリテラシー 情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人
の基礎的な資質のこと。 

13･19 SDGs Sustainable Development Goalsの略で、持続可能な開発
目標のこと。4つの分野と17の目標からなり、持続可能な社
会の実現を目標としている。 

13 カーボンニュートラル 二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、森
林管理などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼ
ロにすること。 

22･31 学習指導要領 文部科学省が定める、各学校で教育課程を編成する際の基準
のこと。全国のどの地域でも一定の水準の教育を受けられる
よう、各教科などの目標や大まかな教育内容を定めるもの。 
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該当ページ 用語 説明 

31 ティーム・ティーチング 複数の教師が指導計画の作成、授業の実施、評価などに協力し
てあたること。 

32 学校図書館教育支援員 子どもの読書活動を支援するために、蕨市では２校に１名の
割合で配置している司書資格を有する職員のこと。 

32 カリキュラム・ 
マネジメント 

学習指導要領等を受け止めつつ、子どもたちの姿や地域の実
情等を踏まえて、各学校が設定する教育目標を実現するため
に、学習指導要領等に基づき教育課程を編成し、それを実現・
評価し改善していくこと。 

32 はつらつスクール事業 大学生などに児童・生徒の学習や生活の支援等をしてもらう
ことで、学校教育の充実を図る事業。活動する大学生にとって
も、将来に向けた社会的視野の拡大という側面から、大切な経
験となる。 

32 スクール支援員 児童・生徒の豊かな心や生きる力を育むために、教科指導、国
際理解教育、情報教育等での補助や支援のほか、学校生活全般
についての補助を行う職員のこと。 

32 中学生 
ワーキングウィーク 

中学校２年生を対象とした社会体験事業。平成15年度から、
地域の企業や施設において、職場体験活動を行っている。 

32 蕨ＣＯＣＯＬＯプラン すべての不登校児童生徒が、自身の目指す進路を自己決定し
学びにアクセスできるよう支援する取組のこと。 

33 特別支援教育 従来の特殊教育の対象の障害だけでなく、LD（学習障害）、
ADHD（注意欠陥多動性障害）、高機能自閉症を含めて障害
のある児童・生徒の自立や社会参加に向け、一人ひとりの教育
的ニーズを把握して、その持てる力を高め、生活や学習上の困
難を改善または克服するために、適切な教育や指導を通じて
必要な支援を行う教育のこと。 

34 クリエイティブ先生 ５年経験者研修を修了した７・８年次の教員に対し、これまで
の教育実践を見直し、教育の専門的知識・技能の一層の充実を
図るとともに、教育活動の中核教員として活躍できる資質を
育成することを目的とした研修のこと。 

38 彩の国教育の日 埼玉県では、毎年11月１日を「彩の国教育の日」、11月１日
から７日までを「彩の国教育週間」と定め、教育に対する関心
と理解を深める機会としている。 

39 学校運営協議会制度 学校運営の改善や児童・生徒の健全育成を図ることを目的に、
地域住民や保護者などで構成する、学校運営協議会（コミュニ
ティ・スクール）を設置する制度。 

39 学校応援団 学校における学習活動、安全確保、環境整備などについて、ボ
ランティアとして協力や支援を行う保護者・地域住民による
活動組織のこと。 

39 蕨市健やかメディア宣言 未来を担う子どもたちの健やかな未来を願い、電子メディア
から離れる時間も大切にし、目的をもって電子メディアを活
用していけるようにする宣言。 

 

 



【資料】 

75 

 

該当ページ 用語 説明 

39 わらび子ども宣言 2009（平成21）年７月、蕨市市制施行50周年記念にあたり、
蕨市の子どもたちが豊かな心を育み、社会に誇れる人格を形
成することを願い、未来ある蕨市の子ども像の実現に向けた、
青少年健全育成の指針として制定した。 

40 ３つのめばえ 小学校入学までに子供たちに身に付けてほしいことを、「生
活」「他者との関係」「興味・関心」の視点から、埼玉県教育
委員会が子育ての目安としてまとめたもの。 

41 幼児教育・保育 
無償化制度 

全ての３～５歳児と、住民税非課税世帯の０～２歳児を対象
として、令和元年10月に始まった制度。認可保育所や認定こ
ども園などの保育料が無料になり、幼稚園は月額上限25,700
円を無償化する。 

41 夜間中学 市町村が設置する中学校において、夜の時間帯に授業が行わ
れる公立中学校の夜間学級のこと。小学校や中学校を卒業し
ていない人や、中学校を卒業した人のうち学び直しを希望す
る人、外国籍の人などの教育を受ける機会を保障するための
重要な役割を果たしている。 

44 ユニバーサルデザイン 障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利
用しやすい都市や生活環境などのデザインのこと。 

46･49 わらび学校土曜塾 児童の自主的な学習をサポートし、学ぶ楽しさを教え、基礎学
力の向上や学習習慣の定着を図ることを目的に、市内の全小
学校区において、月２回程度、土曜日に実施している事業のこ
と。 

47 セカンドブック事業 ブックスタート事業のフォローアップ事業で、子どもたちの
成長に応じた読書のきっかけづくりや習慣化を支援するため
「本」をプレゼントする取組のこと。 

47 読書・よみきかせ手帳 子どもたちの読書意欲の向上などに向けた取組の一つで、自
分の読んだ本を記録しておけるもののこと。 

49･59･60 蕨市生涯学習推進計画 生涯学習とは、学校教育や社会教育といった枠にとらわれな
い生涯にわたって行う学習活動であり、同計画は「コンパクト
シティ蕨」将来ビジョンの“生涯学習に関する施策”を具体化
するための個別計画のこと。 

49･53 わらび市民活動    
人材ネット      
つながるバンク 

わらび市民ネットと蕨市が共同で運営するシステム。「資格や
知識、技術などを社会に役立てたい」と思う人の登録と、それ
を必要としている人への紹介を行う。 

49 放課後子ども教室 放課後に子供たちが安心して活動できる場の確保と、次世代
を担う児童の健全育成の支援を目的として実施している事
業。遊びやスポーツ、学習など、さまざまな体験活動を行うと
ともに、地域の方との交流も図っている。 

51 三市青少年の船 蕨・戸田・川口市の青少年を対象に、三市で船舶及び島での研
修を行う事業。昭和50年度に開始した。 

55 ＬＧＢＴQ 「Lesbian（レズビアン）」、「Gay（ゲイ）」、「Bisexual
（バイセクシュアル）」、「Trans-gender（トランスジェン
ダー）」、「Queer/Questioning（クィア/クエスチョニング）」
の頭文字をとって名付けられた言葉。性的少数者を表す総称
の一つ。 
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該当ページ 用語 説明 

55 ヤングケアラー 本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日
常的に行っているおおむね18歳未満の子どものこと。 

56 人権の花運動 小学校（各年２校）において、花や苗、球根などの育成を通し
て、思いやりの心などを育む取り組み。 

59 スポーツ推進委員 スポーツ基本法に基づきスポーツの推進を図るため、市から
委嘱を受けて活動する非常勤職員であり、2024（令和６）年
11月時点で30名が活動している。 
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第２章 豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち 

指標 現状値 目標値 指標の考え方 

埼玉県学力・学習状況調
査において各教科内容別
結果(正答率)が県平均を
上回った項目の割合(小･

中学校) 

89.7% 
(過去5年平均) 

100% 

教育内容の充実度を測る指標として、埼
玉県が実施している学力・学習状況調査
から、各教科内容別結果(正答率)が県平
均を上回った項目の割合をみます。県平
均を全項目で上回ることを目標値とし
ます。 

小･中学校トイレの洋式
化率 

54.9% 100% 

学校施設の整備の充実度を示す指標と
して、小･中学校トイレの洋式化率をみ
ます。洋式化率100%を目標値としま
す。 

 

第４章 にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち 

指標 現状値 目標値 指標の考え方 

公民館延べ利用者数 163,634人 210,000人 

生涯学習環境や機会の充実を示す指標
として、生涯学習の拠点である公民館の
延べ利用者数をみます。210,000人を
目標値とします。 

図書館の貸出等件数 
（電子図書含む） 

357,073件 530,000件 

市民の生涯学習に重要な役割を果たす
図書館の充実を示す指標として、市立図
書館の貸出等の件数をみます。電子図書
館の利用も含め530,000件を目標値と
します。 
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